






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　マージュはただ、ちょうどいい機会だ、と思ったのだ。

　親友のユーリィが、デリダの遺のこしたデータから不用意にネットへアクセスしてしまったあとのことである。リビルド社や政府の人間がなんどもアパートにやってきて、デリダのことを訊たずねた。彼は生きているのでは、と。

　その可能性がないことを、マージュは知っていた。

　彼は、死んだのだ。もう戻もどってこないのだ。

　だからこそ、マージュが彼を助けなければならない。

　そのために必要なことは、わかっているつもりだった。

　いつか、ユーリィのもとを離はなれなければならないことも知っていた。




　ごめんね、とマージュは心のなかで謝罪する。

　わたしの親友、ユーリィ。あなたはきっと、自分のせいでと己おのれを苛さいなむでしょう。

　でも、いま真実を告げることはできない。彼女をこれ以上、危険なことに巻き込むわけにはいかない。

　これは、マージュ・ビルシュタインがひとりで成し遂とげなければならないことなのだ。




　マージュが旅立ったのは、十六歳の秋だった。十七歳の誕生日まで二、三ヶ月ほどのことである。

　覚悟はとうに決まっていた。この日のために用意してきた。

　どこへ赴おもむくかも、決めていた。

　誰だれを頼たより、どういう手順でことを進めるか。２０５０年のあの日から、ずっと考えてきたのである。すべてがスムーズに進むとは思っていなかったが、充じゆう分ぶんなマージンは残していた。




　おおむね、計画通りに進んだ。

　イレギュラーはあったものの、計画の最終段階近くまでは、すんなり進むことができた。

　結果として……。




　廃はい棄きされた研究施し設せつの地下にて。

　マージュは、カプセルで眠ねむり続ける青年を見下ろす。

「デリダ」

　ついに、たどり着いた。

　でも、自分ではここまでだ。

　振ふり向けば、あの日、振り捨てることになった少女が陽炎かげろうをまとって佇たたずんでいた。

「お願い、アンジュ」

　だからマージュは、少女に告げる。

「デリダを、助けて」

　そう、願う。

　この先へ、マージュ・ビルシュタインではたどり着くことができない。

　過去が、遠い。はるかに遠い。

　マージュでは、十年という歳月を跳とび越こえることはできない。

「だけど、デリダ。あなたなら、きっとできる」

　少女は信じていた。
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　その日が来ることを。そのときに至ることを。

「わたしは、待っている」

　少女は目を閉じ、祈いのりを捧ささげる。

「あのとき、あの場所で」




　　　　＊




　マージュの願いを受けとり、アンジュはうなずく。

「わたしが、デリダを守る」

　彼女の願いは、アンジュの願いでもあった。

　自分が生まれた理由も、この旅の果て、なにに至るのかも、アンジュは理解している。

　アンジュは、受けとったバトンを握にぎりしめる。自分にしかできないことがある。自分ならば、デリダ・イヴェンを助けることができる。それが嬉うれしい。

「まずは、あの日、あのとき。デリダを導くこと」

　負傷したデリダを冷れい凍とう睡すい眠みん装置に導く。

　十年後の世界へ送る。

　表向き、デリダは死んだことになるが、生きている状態をつくりだす。

「マージュが待つ、あの場所へ」

　デリダを、送り出すこと。

　そのためなら、アンジュはなんでもできるのだと、そう信じた。
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　深夜、デリダが眠っているうちに、廃はい屋おくからユーリィの姿が消えた。

　なにものかに攫さらわれたのだと、早朝にブリュッケの街から戻ってきたヴィドーは断言する。

　デリダがタイムライドを繰くり返した、その翌日である。

「暴漢や物とりの仕し業わざじゃねえ」

　ユーリィの誘ゆう拐かい現場付近を詳くわしく調べて、ヴィドーはそう結論づけた。なにせ、もと警部だ。その言葉は信用がおける気がする。

「いったい誰が」

「誰か知らねえが、ユーリィを攫ったやつらはブリュッケの街に立ち寄るはずだ。ここらでいちばんの集落だからな」

　幸いというかなんというか、グラハムの修理のためにも、一行はブリュッケに赴く必要がある。

　デリダとしては、もう少し、この付近を捜そう索さくしたかった。ユーリィがまだすぐ近くにいる可能性もあるではないかと。

　未練である。素人しろうとであるデリダと、プロのデストラクトであるヴィドー。どちらの判断を重視するかは、考えるまでもない。

　ここは、冷静にならなければならない。

　デリダはいらだちをこらえ、首を縦に振った。

「わかった。ブリュッケに行こう」

　ヴィドーが街から借りてきた大型トレーラーにグラハムを載のせ、早々に出発することになった。




　　　　＊




　ブリュッケの街は、湖上に浮うかぶ島である。

　一本だけ存在する橋が外界との唯ゆい一いつの接点であり、さながら堅けん牢ろうな要よう塞さいを思わせる。

　この地方はもともと、風ふう光こう明めい媚びなリゾート地だった。開戦前までは、湖のまわりに別べつ荘そうが立ち並び、余よ暇かを過ごす人々でにぎわっていた。

　戦争によって観光産業は致ち命めい的てきな打だ撃げきを受け、それに従事する人々も疎そ開かいしていった。

　かわりに注目されたのは、この地形の、要害としての価値である。

　暴走ＤデイＺジイが脅きよう威いといっても、しょせんは精密機械だ。水のなかを渡わたって島へたどり着くのは難しい。

　デリダが知るＤデイＺジイは、堅牢な設計の次世代型オートマタであった。メンテナンスさえしっかりしていれば雨に濡ぬれた程度では浸しん水すいしないのだが……。

　当然ながら、整備もなく、荒こう野やを何年も無補給で放ほう浪ろうすることは想定されていなかった。むしろ、いまもまともに稼か働どうしている個体が多数存在することが驚きよう異い的といえる。

　敵はＤデイＺジイだけではない。暴徒と化した避ひ難なん民みんや反政府勢力も厄やつ介かいだ。前線を抜ぬけて浸しん透とうしてきた敵国の工作兵が出しゆつ没ぼつするという噂うわさもある。

　ゆえに。

「こんなご時世だ。防備のしっかりしたところには、ひとが集まる」

　ヴィドーの言葉の通り、街のなかはごみごみとしていて、活気があった。行き交かう人々の風ふう体ていはさまざまだが、旅慣れた様子の荒あらくれものの姿が多い。

「この街には腕うでのいいメカニックが大勢いる。それを頼って、無ぶ頼らい者たちが集まってくる」

　デストラクトにとって、足となる車の整備は生命線である。

　腕の立つ者ほど、いいメカニックを求める。金払ばらいのいいデストラクトが集まるとなれば、メカニックもそこに引き寄せられる。そこが安全な場所ならなおさらだ。

　この街は、そんな循じゆん環かんで発展してきたらしい。

　だからこそ、部外者がひとり、ふたり紛まぎれ込んでも気づかれない。誘拐犯が潜せん伏ぷくするのにもうってつけであった。

「ここからは別行動をとろう」

　街の入り口で、デリダはヴィドーとマユカに別れを告げた。

「二時間後に、いちど合流だ」

　そういうヴィドーからグラハムを整備する工場の場所が書かれたメモを受けとったあと、デリダは街の中心部へ駆かけ出した。




　　　　＊




　ところが、街での聞き込みは、残念ながら芳かんばしい成果を得られなかった。

　気持ちが空回りしている、という自覚はある。それでも、ユーリィの手がかりをみつけるためならなんでもするつもりだった。探たん偵ていの真似まねごとでも、懸けん命めいにやれば少しは成果があるものだと、そう信じていた。

　現実は甘くなかった。

　露ろ店てんの店主には商売の邪じや魔まと邪険にされ、カフェの店員には不ふ審しん者と間ま違ちがえられた。




　二時間後。

　デリダは疲つかれた足を引きずって、合流場所の工場へ赴おもむく。

　思ったよりもずっと小こ奇ぎ麗れいな、個人経営とおぼしきガレージだった。

　内側を覗のぞきこむと、グラハムの車体が分解されていた。整備士の格好をした男がひとり、ジャッキアップされた底部に潜もぐり込んでいる光景をみることができた。

「デリダーっ」

　マユカが目ざとくデリダの姿をみつけ、叫さけぶ。それを聞いて、車体をいじっていた男がグラハムの下から這はい出てくる。禿はげ頭で顔はしわくちゃの老人だが、足あし腰こしだけはしっかりしていた。

　老人はタオルで手を拭ふくと、デリダに握あく手しゆを求めてくる。

「おまえさんのことは、ヴィドーから聞いている。たいへんだったな。……クラウス・バーデンだ」

「デリダ・イヴェンです」

　デリダは、ちからなくその手を握り返した。

　がっしりとたくましい、職人の手をしている。

　デリダはこうした手を、よく知っていた。ＤデイＺジイの開発に際し、さまざまな現場に足を運び、熟練の職人たちから話を聞いたからだ。気難しい者も多かったが、事前に勉強しておいた技術的なことに水を向ければ、たいていは己おのれのノウハウを惜おしげもなく披ひ露ろうしてくれた。

　職人たちには、自分たちこそがこの国のモノづくりを支えてきたのだという矜きよう持じと伝統がある。デリダはそのことを、よく知っていた。

「ユーリィのこと、なにかわかった？」

　マユカが訊たずねてくる。デリダは無言で首を横に振ふった。

「そんなぁ……」

「ヴィドーは？」

「近くを散歩してくるって」

　デリダは、「そうか」と近くのドラム缶かんに腰を下ろした。

「おれはひと息ついたら、もういちどユーリィを探しにいく」

「マユカもいっちゃ、ダメ？」

「それは……」

　足手まといだ、と突つき放すのはためらわれた。

　マユカが、本気でユーリィのことを心配しているのがわかるからだ。だからといって、子連れで動いて時間を無む駄だにするわけにもいかない。

　と、傍かたわらにカップが置かれた。

　顔をあげれば、この工場の主人であるクラウスの姿がある。

　カップから、コーヒーのかぐわしい匂においが漂ただよってくる。インスタントではなく、きちんと挽ひかれたばかりの豆の匂いだ。

「急せいてはことを仕損じる。ほれ」

　クラウスはコーヒーに向かってあごをしゃくった。

　飲め、ということだろう。

「クラウスじいちゃんのコーヒー、おいしいんだよ」

「コーヒーなんて飲めるのか」

「飲んだことないけど、わかるの！」

　デリダはため息をつくと、コーヒーカップを持ち上げた。

　ひと口、啜すする。

　すっと心が落ち着く香かおりと共に、深い苦みが口のなかに広がった。

「うまい」

　思わず、その言葉が口を衝ついて出た。

　どうだ、とばかりにマユカが得意げに胸を張る。

「クラウスじいちゃんはコーヒーと車の天才なの。グラハムもおじいちゃんが改造して、改造して、いまのかたちになったんだよ」

「ただ好きなだけだ。コーヒーも、車もな」

　幼女に褒ほめられたクラウスは、朴ぼく訥とつにそう告げる。

　生きつ粋すいの職人だな、とデリダは納なつ得とくした。

　なんにおいても、妥だ協きようというものを知らない人種である。会社組織に属していれば、上との衝しよう突とつが絶えないタイプだろう。

　そのこだわりがあるからこそ、一いつ匹ぴき狼おおかみの独立職人として、己の腕だけで長年、やっていけるのだろうけれども。

　休きゆう憩けいを終えたクラウスの手によって、グラハムがふたたびジャッキアップされていく。

「ごちそうさま」

　デリダはコーヒーを飲み終えると、カップを置いてガレージを出ていこうとした。そこに、ぬっとおおきな影かげが立ちふさがる。

　ヴィドーだった。ちょうど戻もどってきたようだ。

「どこへいく」

「どこって、ユーリィを探しに」

「歩きまわって、なにかわかったか」

　デリダは困こん惑わくして、「いや」と首を振った。

　ヴィドーはサイフォンからカップにコーヒーを入れて、ひと口飲む。

「この辺をうろついてきて、小耳に挟はさんだ。シュミット・マイヤーって役人が、おまえのことを嗅かぎまわっているらしい」

　デリダだって、彼のいう「うろついてきた」が言葉通りではないことくらいわかる。

　ヴィドーは、デリダがむなしくあちこち歩いている間に、的確な情報源から適切な情報を入手していたのだろう。さすがは本職である。

「そいつは二、三日前に現れて、おまえの写真をみせて訊ききまわっていたそうだ。昨日は姿をみせなかったが、今朝がた、街に戻ってきた。……前は連れていなかった、仲間とは思えない女をひとり連れてな」

　デリダは身を乗り出した。

「そいつらはどこだ？　はやくユーリィを助けに」

「連中の狙ねらいがおまえなら、ユーリィは人ひと質じちだ。すぐにどうこうはしないだろう」

「じゃあ、どうすれば！」

「相手の出方を待つ」

「待つって……っ」

　ヴィドーはコーヒーを飲み干したあと、口を開いた。

「おれたちがユーリィのことを心配していないと思うか？」

　彼のいう通りだった。

　以前の、依い頼らいとしてデリダの仕事を請うけ負っていたときならともかく、いまのヴィドーがデリダたちを友と、同志と認にん識しきしているのは理解している。

　もと警部の彼が、無愛想な見た目よりずっと義ぎ俠きよう心しんに溢あふれていることは、これまでのつきあいでよく理解していた。

「すまない」

　デリダは素す直なおに謝罪を入れる。

　気ばかりが焦あせっても意味はないのだ。だいいちデリダの調査では、なんの情報も得られなかった。

　ところがヴィドーは、「ちょっと外を歩いた」だけで情報を入手してきた。地の利があったとしても、圧あつ倒とう的な成果の差である。

　やはりこういうことは、専門家の判断に委ゆだねるべきなのだろう。わかってはいても、気が急いてしまう。

　はたして、そんなデリダの様子をみてどう思ったのか、ヴィドーはやれやれとため息をつく。

「もうひとつ、きな臭くさい噂うわさを聞いた。暴走したＤデイＺジイが野放しになって何年経たつか……。被ひ害がい者しやは増えるいっぽうなのに、国が約束したＤデイＺジイの回収作業はまったく進まず。……このだらしねえ状じよう況きようをチャラにするために、ミサイルを落とす計画があるらしい、とさ」

「バカな」

　デリダは吐はき捨てた。

　すでに国土は荒こう廃はいし、国民は塗と炭たんの苦しみに喘あえいでいる。家を焼かれ、戦火に追い立てられるようにして逃にげた人々が、いくつもの集落をつくっているのを旅の間にみてきた。

　隣りん国ごくでも、同様だろう。

　なのに政府は、これ以上、戦せん禍かを広げるというのか。

「まったく、バカな噂だ。だが、バカな話ほどまかり通る世の中なんでな。笑ってもいられねえ」

　作業を続けるクラウスが、「戦争ってのは、人間から正気を奪うばう」と告げた。ヴィドーはその言葉に深くうなずく。

「もしミサイル攻こう撃げきに備えた報復システムが作動すれば、どうなる？」

「ふたつの国が同時に滅ほろぶ……」

　デリダは呆ぼう然ぜんとして、そういうしかない。

「おれは、自分にも、この世界にも未練はない。おれが死んだあと、誰だれかがおれを憶おぼえていてくれりゃ充じゆう分ぶんだ」

　ヴィドーはやさしい目で、ガレージの外で石を積んで遊ぶマユカを眺ながめる。

「だが、その誰かの未来が奪われるようなことは。そんなことは、あっちゃならねえ」

　ちいさく、そう呟つぶやく。




　　　　＊




　その後は、ほとんど成果を得られぬまま、時間だけが過ぎる。

　翌日の昼となった。

　デリダたちは三人で屋外のカフェに席をとり、ランチがてら情報のすり合わせをする。ヴィドーは声を潜ひそめて、「昨夜ゆうべ、政府の役人が橋を封ふう鎖さしたそうだ」と告げた。

　デリダは驚おどろき、ヴィドーをみつめる。

　この島を出るには、唯ゆい一いつの連れん絡らく路である橋を通るしかない。その出入りが禁じられたとなると、政府の連中の目的は……。

「おれたちを足留めするためだろう」

　ヴィドーの分ぶん析せきは、デリダのそれと一いつ致ちしていた。

「次はこちらに接せつ触しよくしてくるはずだ」

「そうか……」

　デリダは手つかずのパンを眺めた。

　昨日から、食欲がない。食べなければダメだとはわかっていても、囚とらわれのユーリィのことを考えると食事が喉のどを通らないのだ。

「わかったなら、シャキッとしろ。おれたちは先に戻っているぞ」

　マユカが「ごちそうさまでした」と空の皿にかわいらしく手を合わせた。

　親おや娘こが立ち上がる。

「おれは食べ終わったら、もう少し情報を集めてみるよ」

　ふたりを見送り、デリダは考え込む。

　そうはいってみたものの、すでに場当たり的な聞き込みは限界を迎むかえていた。

　焦しよう燥そうに駆かられてやみくもに動くだけではダメなのだろうとわかっていても、なにもせず待つ、ということができない。

　それはデリダ・イヴェンの欠点だと、なんども指し摘てきされてきた。

　主に、親友たるネイサン・ビルシュタインに。

　だが、ではどうすればいいというのか。

　ユーリィが誘ゆう拐かいされてからこっち、デリダはなんの役にも立っていない。せめて、少しでもヴィドーの助けに……。

　と、くるみをこすり合わせるような音がどこかで響ひびく。興味を惹ひかれ、身体からだを動かそうとする。

「デリダ・イヴェン」

　男の声が、背後で響く。デリダは動きを止めた。

「振ふり向かず、話を聞け」

　くるみをこするような音と共に、男が告げる。男の手のなかで弄もてあそばれるおもちゃが、目にみえるような気がした。

　デリダは静かに両手をテーブルに下ろす。相手はこちらを観察しているのだろう。ここで暴れるのは、意味がない。

　ヴィドーがいった通りだった。相手が接触してきたのだ。

「手短に話そう。わたしは、シュミット・マイヤー。ユーリィ・ディートリヒはわれわれが預かっている。きみがつくったＤデイＺジイのパッチファイルのデータと、彼女の身み柄がらを交こう換かんしたい」

「ユーリィは、無事なのか」

「わたしは政府の官かん僚りようだ。交こう渉しようを進めるべく女性の身柄は預かっているが、反政府主義者のようなことはしない」

「データを手に入れて、どうする」

「わたしの仕事はデータを手に入れるまでだ。それをどう使うかは、別の部署の人間が考える」

　感情を排はいした乾かわいた声で、男は告げる。

「大規模なミサイル攻撃の噂は知っているか」

　デリダは訊たずねた。

　くるみをこすりあわせるような音が響く。男は思案しているように思われた。

「なんの話だ？」

「とぼけるな。あんたが本当に官僚なら知っているはずだ」

「もしその噂が真実だとしたら？」

「おれのデータでＤデイＺジイのコントロールが回復することを前提に、停戦交渉ができるか」

　相手の、息を吞のむ気配があった。

「それができるなら、データは喜んで渡わたす」

　デリダはそういったが、もちろんはったりだ。

　そもそも、いまデリダの手にパッチファイルはない。しかし、それがさも存在するように会話することで、デリダの重要性は増す。

　結果的に、それがユーリィの安全に繫つながるだろう。ヴィドーからのアドバイスであった。もし誘拐犯が連絡をとってきた場合、どう会話をするべきか、彼がきっちりと教え込んでくれたのである。

　はたして相手は、はったりにひっかかったようだ。シュミットと名乗った男のため息が聞こえてくる。

「トラウト理論、だったかな」

「なに？」

「きみが学生時代に発表した論文だろう。時間を越こえて過去の自分に転移する。面おも白しろい発想だ」

「なんで」

　知っている、と続けようとした言葉は、男によって遮さえぎられた。

「対象者のプロフィールくらい調べるさ。きみは夢見がちで、崇すう高こうな理想の持ち主のようだな」

　デリダはいらだちが顔に出ないよう、こらえた。ここで怒ど鳴なっても、ユーリィの身柄が危あやうくなるだけだ。

「率そつ直ちよくにいおう。わたしには、きみの提案に応こたえる権限はない。きみのデータを政府がどう使うか、いかなる保証もできない。そもそも、たかがデータひとつで世界を救うことなどできはしない」

　デリダは無言で、シュミットの言葉を聞いていた。

　彼のいう通りかもしれない。デリダはあの日、ネイサンを失ってからずっと、無力さを嚙かみしめてきた。

「いいかね。世界とは単純な選せん択たくと行こう為いの積み重ねによってつくられた結果にすぎない。どんな理想も、理念も、決まってしまった結果を覆くつがえすことはできない」

　デリダは唇くちびるをきつく嚙みしめた。

　なにせそれは、一昨日おととい、連続してタイムライドし、嫌いやというほど実感させられたことなのだ。

　選択と行為の積み重ね。その積み木を闇やみ雲くもにいじるだけでは、なにも変わらない。

　男が席を立つ音が聞こえる。

「二十一時。データを持って、橋のたもとにこい。きみの相棒のデストラクトもいっしょに。もちろん丸まる腰ごしでだ」

　周囲で次々に立ち上がる気配があった。男の配下だろう。いつの間にか、これだけの監かん視しがいたということである。

　否いや応おうなく、無力さが増す。

　男たちの立ち去る足音を聞きながら、デリダは拳こぶしを握にぎりしめた。




　　　　＊




　クラウスのガレージに戻もどると、マユカが「お帰り！」と出迎えてくれた。

　クラウスとヴィドーは、グラハムを囲んで最終点検をしている。ヴィドーが、デリダに気づいて顔をあげた。

「やつとなにを話した？」

「なにをって……。気づいていたのか！」

「だから席を外したんだよ」

　デリダは肩かたを落とした。なにもかも想定済み、ということか。

　頼たのもしいことでは、ある。ヴィドーの入れ知ぢ恵えがあったからこそ、デリダはシュミットと渡り合うことができた。

「やつの狙ねらいはＤデイＺジイのパッチファイルだ。二十一時、ユーリィの身柄と交換すると。ヴィドー、あんたも……」

「おれもご招待ってわけか。光栄なこった」

　ヴィドーはデリダの言葉を遮り、鼻を鳴らす。

「だけど、ここにデータはないんじゃ」

　マユカが心配そうにいう。

「あいつらはおれがメモリーを持っていると思っている。とりあえず、空のメモリーでも持っていくさ」

「やつらだって、その場で確かく認にんくらいするだろう」

　ヴィドーの言葉に、デリダは考え込む。

　なにか手はないだろうか。ユーリィを助け出すためには、デリダがその価値を示す必要がある。

　ブラフはどこまで通じるか。いっそ、すべてを打ち明けて……ダメだ、相手は政府の役人だが、誘拐なんて真似まねまでしでかしている。

　ヴィドーが笑って、デリダの背中を強く叩たたいた。

「迷ってんじゃねえ！　デリダ、いまが動くときだ！」

「あ、ああ」

　彼のいう通りだった。

　いまはとにかく、行動に移すしかない。




　　　　＊




　その日の夜。

　街の唯一の出入り口である橋の前に、街灯に照らされて、スーツを着た優やさ男おとこが立っている。おそらく、彼がシュミットだろう。

　そばには数名の屈くつ強きような男と、そして後ろ手に縛しばられたユーリィの姿があった。橋の横には軍用のヘリ、キャノピーが二機、鎮ちん座ざしている。

　遠目にそれらを確認したあと、デリダとヴィドーは意を決し、足音をたてて橋に近づいた。

　午後九時きっかりのことである。

「デリダ！」

　ユーリィが叫さけぶ。思ったより元気そうで、デリダは少しほっとした。

　だいじょうぶだ、とうなずいてみせる。

「そこで止まれ」

　シュミットが告げた。デリダとヴィドーは二十歩ほどの距きよ離りで歩みを止める。

「武器は持っていないだろうな」

「ああ、丸腰だよ。風邪かぜをひいたら治ち療りよう代は請せい求きゆうさせてもらうぜ」

　ヴィドーの軽口にとりあわず、シュミットは冷たく「データは？」と訊ねた。

　デリダは無言で、ポケットから親指サイズのメモリーをとりだす。

　それを、高々と掲かかげた。

「渡してもらおう」

「そのまえにひとつ、頼みがある」

　デリダとヴィドーは目くばせを交かわした。
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「条件を出せる立場だと思って……」

「これは政府が認めた公式の取り引きだろう。であれば、正確な記録を残すのが筋だ」

　シュミットは「なんだと」と眉まゆをひそめた。

「デリダ……？」

　ユーリィも、わけがわからないという表情になる。

「この場の状じよう況きようを写真に記録する。役人なら、公式な記録の重要性はわかるはず」

　デリダは、ユーリィの残していったカメラを構えた。

「ガキが……なめてるのか！　やめさせろ！」

　シュミットが命令を下すと同時に、脇わきから男が飛び出してきた。拳けん銃じゆうを両手で握っている。

「デリダっ」

　ユーリィが悲鳴のような声をあげる。男がデリダに向かって銃を構えた。引き金を引く寸前、素す早ばやくその男に飛びかかったヴィドーが、銃を叩き落とす。だが男はヴィドーをすり抜ぬけ、なおもデリダに摑つかみかかってきた。もみ合いになる。

　デリダはカメラのシャッターを切った。

　それが合図だった。

　横合いから発はつ煙えん筒とうが投入される。またたく間に、周囲が煙けむりに包まれた。

「こんなことでわれわれを出し抜けると……っ」

　シュミットの鋭するどい声。

　真っ白になった視界で、デリダたちは素早く動いた。ユーリィのもとへ駆かけ寄る。少女はシュミットの手に嚙みついて、自ら逃のがれようとしていた。

「デリダ！」

「もう心配するな！」

　シュミットがもがき、ユーリィと身を離はなす。

　ヴィドーは別の男と格かく闘とうしているはずだった。

　その彼が、「走れ！」と叫ぶ。デリダはナイフでユーリィの手の縄なわを切り、「こっちだ」と走り出す。

「待て！　逃にがすな！」

　シュミットの声が追って来る。

　デリダたちは、息を切らせて走った。

　はたして、作戦通りの線路に小型の貨物車が停止していた。デリダとユーリィ、続いてヴィドーがその貨物車に乗り込む。

　ヴィドーは運転席で貨物車を起動させた。

　背後から、「キャノピーで追え！」という声が響ひびいてくる。貨物車が線路の上を走り出す。




　　　　＊




「危なかった。あのひとたち、デリダからメモリーを受けとったら殺す気だったんだよ」

「だろうな」

　貨物車の荷台で、ほっとひと息ついたあと。

　デリダとユーリィは、そんな会話を交わした。

　車体がクラウスのガレージに横づけされる。

　一行は飛び降りて、整備の終わったグラハムに駆け寄った。車体のそばにはクラウスと、そしてマユカの姿がある。

「煙幕、すごかったでしょ！」

　マユカが笑う。では、あの発煙筒を投げたのは彼女だったのか。

「おいおい、マユカも連れてったのか！」

「ひとりで残しておくより安全だ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔のヴィドーに、クラウスは平然として応こたえる。本来の作戦では、クラウスがひとり、こっそり隠かくれて、発煙筒を投げて隙すきを作るはずだったのだが……。

　マユカは、にこにこしている。

「グラハムは完かん璧ぺきに仕上がっている。すぐに行け」

　クラウスが、自信満々でグラハムのボディを叩く。ヴィドーは釈しやく然ぜんとしない様子ながらも「助かる」と呟つぶやいてグラハムの運転席に乗り込んだ。

　デリダたちは、クラウスに口々に礼をいって、あとに続く。

「おじいちゃん、またね！」

「次までにコーヒーを飲めるようになっておけよ」

「え、それは」

　顔をしかめるマユカをみて、老人は満足そうにうなずいた。

「達者でな。ヴィドー、グラハムは大切に扱あつかえ。あと、自分の命もな」

　ヴィドーは素直にうなずいていた。ひねくれ者の彼も、この老人には頭があがらないようだ。まあ、無理もない。

「出すぞ！」

　ヴィドーのかけ声と共に、グラハムのエンジンがうなりをあげる。

　車が急発進した。

　デリダたちはシートに押しつけられる。

　頭上でキャノピーのローター音が響いてくる。さっそく追っ手がきたようだった。




　　　　＊




　夜の市街地を疾しつ走そうするグラハムに、上空のキャノピー二機からの激しい銃じゆう撃げきが襲おそいかかる。

　ヴィドーは鋭くハンドルを切って紙かみ一ひと重えでこれを回かい避ひ。アスファルトが砕くだけ、破は片へんが車のドアを叩く。

『病やみ上がりの身にはこたえる挙動です』

　電子音声が、とぼけたことをいう。

「贅ぜい沢たくいってるんじゃねえ！　みんな、しっかり摑まってろよ！」

　グラハムは橋の方へ向かう。もとより、この島を脱だつ出しゆつするほか手はない。だがそれは、相手もわかっているだろう。

　橋の中ほどで、続けざまに爆ばく発はつが起こった。橋を支えるトラスが崩くずれ落ち、床ゆか板いたが抜ける。

「なにあれ！」

　ユーリィの悲鳴にも似た声があがる。

「やっぱりな。やつら、橋を落としやがった」

「政府の人間のやることかよ！」

　グラハムはしかし、そのまま橋に向かって突とつ撃げきしていく。ヴィドーは冷静沈ちん着ちやくに、ハンドルをしっかりと握にぎっていた。

「このままじゃ湖に……っ」

『どうかご心配なく』

　ユーリィの叫び声に、グラハムが反応する。

「え……？」

「衝しよう撃げきに備えろ！　いくぞ！」

　グラハムは崩ほう落らくした橋の先から空中へダイブした。デリダは浮ふ遊ゆう感かんを覚える。直後、落下。

　着水の衝撃は、思ったよりずっと穏おだやかだった。

　窓の下を覗のぞけば、車体の下部からバルーンが展開し、グラハムは水上にぷかぷか浮うかんでいる。

　エンジンが回転数を増す。グラハムは、湖面をすべるように走り出した。

「すごいな」

『お褒ほめにあずかり、光栄です』

「いや、あのじいさんがさ」

　グラハムの自画自賛に、デリダは苦笑いする。

「いったでしょ、車とコーヒーの天才なんだって」

　まるで自分のことのように、マユカはえっへんと胸をそらす。

「コーヒー飲めないくせに」

「すぐ飲めるようになるもんっ」

　車体がカーブした。機銃の掃そう射しやが、すぐそばの水面を叩たたく。

　窓から後ろをみれば、しつこく二機のキャノピーが追ってきていた。

　夜とはいえ、隠れるもののない湖の上、それも波立って思うように機動できないこの状態ではさきほどより不利だ。

　もっとも、それは誰だれしもがわかっていることである。

　ヴィドーが、新しくとりつけられたスイッチを入れる。軽い爆発音が響いて、グラハムの上部から黒い煙が噴ふき出た。

　煙幕はたちまち湖面を広がり、車体を包み隠す。

　ヘリのローター音が遠ざかっていく。迂う闊かつに煙に飛び込んでは危険だと判断したのだろう。

　最悪、湖面に衝突する危険すらあるのだから無理もない。

　シュミットの悔くやしがる顔が目に浮かぶようだった。

「いまのうちだ。森のなかに飛び込むぞ」

　ヴィドーはハンドルを切って、湖の縁へりを目指す。




　　　　＊




　それから、ほどなく。

　グラハムは森のなかの道を走っていた。ヘリの音は、もう聞こえない。

「追うのを諦あきらめたようだな」

　ヴィドーが呟く。後部座席のデリダは、隣となりのユーリィと共に緊きん張ちようの糸を解いた。

「無事でよかった」

「心配かけて、ごめん」

　ユーリィは、神しん妙みように頭を下げる。

「どうして、ひとりで出歩いたりしたんだ」

「それは……」

　口ごもる少女を、デリダはみつめる。

　思えば彼女は、ずっとなにかを抱かかえていたような気がする。デリダにいいたくて、いえないことを。

「話しておかなきゃいけないことがあるの」

　やがて、意を決したように、ユーリィは語り出す。

「マージュがいなくなったのは、わたしのせいなんだ」




　　　　＊




　それは一年前のことなのだと、ユーリィはいう。

　デリダがマージュに預けた、アクセスキー。

　ユーリィはたまたま、掃そう除じの途と中ちゆうでそれをみつけてしまい、なにげなくオンラインで開いてしまったのだと。

「それからよ、いろんなひとが家に訪ねてくるようになったのは」

　かたい表情で少女は語る。

「マージュが逃げなければならなくなったのは、わたしのせいなの。あなたにそのことを黙だまっているのが辛つらくて」

「きみのせいじゃない」

「ううん、わたしのせいよ。……それと、デリダ。いまでもマージュは、あなたのことを想おもっているわ」

「え……」

「ちいさいころから、マージュはずっとあなたが好きで、いまでもその気持ちはまったく変わっていない。だから」

　ユーリィはしばし口を閉じ、うつむいた。

　なにかを振ふり払はらうように首を振る。

　少女はもういちど顔をあげて、デリダと視線を合わせた。

「だから、デリダ。絶対、マージュをみつけだして」

　デリダはうなずいた。

「もちろんだ」

　夜明けがくる。路面がよくみえるようになったため、グラハムは速度をあげた。

　次の目的地は、すでに決まっている。

　ガーボンド。

　カシエルがいるはずの街だ。

　マージュがいるかもしれない街。
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　ガーボンドの街は、主要幹線道路からだいぶ外れた、僻へき地ちにある。

「さびれた街だからな。脛すねに傷もつやつが隠かくれるにはもってこいの場所だ」

　ヴィドーの言葉の通り、デリダたちを乗せたグラハムは、変わり栄ばえのしない、ろくに舗ほ装そうもされていない荒こう野やの道を延々と走ることとなった。

　黒こく煙えんを曳ひく車に揺ゆられて、ほぼ一日、土と岩だらけの光景を眺ながめていた。

　すでに夕刻となっている。

「たああいいくつうううっ」

　思わず、マユカがそう叫さけんだほどである。

「ずーっとおんなじ景色だもんね」

　ユーリィも、茶色い景色が続く窓の外に、いささか辟へき易えき気味だ。

　つけっぱなしのラジオから、ノイズ混じりのニュースの音声が流れてくる。時折、なにかの符ふ丁ちようとおぼしき早口の言葉がそれに割り込んだ。

「またか。さっきから気になってるんだが、なんだこれ」

「このへんの警察無線を傍ぼう受じゆしてる。おれたちはお尋たずねものだからな」

　ああ、とデリダはあいづちを打った。

　改めて考えなくても、政府から派は遣けんされた役人たちを相手に大立ち回りを演じてしまったのだ。いまや彼らは、指名手配のお尋ねものだった。

　そう考えると、ほとぼりを醒さますためにも僻地へ赴おもむくというのは悪くないかもしれないわけだが……。

　デリダたちには、時間をかけて潜せん伏ぷくするような余よ裕ゆうなどない。一刻もはやく、マージュをみつける必要がある。

　政府が強ごう引いんな手段を使ってでもパッチファイルを手に入れようとしている現状なら、なおさらだった。

「安心しろ。異状なしだとよ」

　道路脇わきに、錆さびて傾かたむいた標識があった。すれちがいざまに確かく認にんする。

「みて。街まで、あと五十キロだって」

　マユカが、少し嬉うれしそうにいう。

「陽ひが落ちる前には着けそうだな」

　道の左右は切り立った崖がけで、峡きよう谷こくを抜ぬける一本道である。こんなところで路上宿しゆく泊はくなど、できたものではない。

　夜通し走るのもくたびれそうで、ある程度の目安がついたのは幸いなことだった。デリダだって、できれば柔やわらかいベッドで寝ねたい。

「マージュに会えるかな」

　ユーリィが、ぽつりとこぼす。

「防犯カメラの映像は、だいぶ前のものだ。もう街にはいないかもしれない」

「それでも、なにか手がかりがあれば」

　デリダは祈いのるように、そう呟つぶやく。ガーボンドで空振りとなれば、マージュの捜そう索さくは振り出しに戻もどってしまうのだ。

　と、どこからか爆ばく発はつ音が響ひびいてくる。

　車体が揺れた。ユーリィとマユカが悲鳴をあげる。

「なんだ」

「上！」

　ヴィドーが叫び、アクセルを底まで踏ふみ込む。

　窓の外、頭上を仰あおげば、巨きよ大だいな岩がん塊かいが落下してくるところだった。間かん一いつ髪ぱつ、岩はグラハムの背後に落ちる。

　ちいさな岩が立て続けに天てん井じようを叩く。ヴィドーが素す早ばやく反応しなければ、いまごろ一行はぺしゃんこになっていただろう。

「トラップか！」

　ヴィドーは苦々しく呟く。

「また、あの役人たちか」

「いや、このやりかたは」

　デストラクトのヴィドーに心当たりのある戦法。

　つまり、それは……。

「ドナか！」

「突つっ切る！」

　グラハムがいっそう、速度をあげる。

　ほぼ同時に、カーラジオからノイズ混じりの電子音声が聞こえてきた。

『ハイウェイを外れろ』

　声は、グラハムのようなＡＩのものではなかった。人間の声を加工しているな、とデリダは気づく。

『罠わなから逃のがれようと直進すれば、本当の罠にはまる』

「誰だ？」

　ヴィドーの誰すい何かに応こたえず、謎なぞの声は『忠告はしたぞ』とだけいって通信を切った。

「なんだ、いまの」

『無線傍受装置を外部からインターセプトされました。発信者、特定不能』

　デリダの呟きに、グラハムが返す。

　車は峡谷を抜け、視界の開けたハイウェイに出ようとしていた。

　デリダとユーリィは顔を見合わせる。

「どうする。ハイウェイを降りたら遠まわりに」

「でもいま、このままいくと危ないって」

　デリダたちは、判断を委ゆだねるように運転席のヴィドーをみた。もと警部であり現げん役えきデストラクト、彼に委ねるしかない。

　バックミラー型モニタごしに、ヴィドーはひとつ、決意するようにうなずく。

「ぬうっ」

　ひとつうなると急ハンドルを切った。

　グラハムがハイウェイを外れる。

　悪路で車体を汚よごしつつ、岩山の影かげを縫ぬうように疾しつ駆くする。




　　　　＊




　それ以上の襲しゆう撃げきはなかった。

　陽は落ちてしまったが、なんとか無事にガーボンドの街に到とう着ちやくできたのは、おそらく謎の声による忠告のおかげなのだろう。

　襲撃者がドナであれば、これまでの交戦を鑑かんがみるに二重、三重の罠を用意していてもおかしくはなかった。

　問題は、今後もドナの襲撃があるかどうか、なのだが……。

「もしドナだとしたら、ひと気がないところでしか襲おそってこねえ」

　ヴィドーは、そういいきった。

「あいつが巻き添ぞえを気にするとは思えないが」

　これまでの非情な手口から、デリダはそう反論する。

　ヴィドーは首を振った。

「標的以外に手口を見られたくないのさ。重火器はあくまで足留めで、とどめは自分で刺さす。だから人ひと混ごみに紛まぎれてりゃ、少なくともいきなり爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばされたりはしねえ」

　一流のデストラクトとして、相手を推おし量っているのだろう。デリダとしてはヴィドーの言葉を信じるしかない。

「いちどできた殺しの型は、変わらねえもんだ」

　そう語る彼の過去に、はたしてなにがあったのか。




　そういうわけで、街に到着して早々、宿をとった。場末の安宿ではなく、繁はん華か街がいに近いビルまるごとを使ったホテルだ。

「わあ、ここベッドがあるよ！」

「お風ふ呂ろも！」

　とフロントの写真をみて、そんなことに喜んでしまう少女たち。

　しばらく不便な生活が続いていたのだから仕方がないところだけれども、デリダは大人として、少し申し訳なくなってしまう。

　ヴィドーはチェックインしたあと情報収集に出ていった。

　デリダは、少女たちの保護者としてホテルに残ることになる。襲撃はない、と断言したヴィドーだが、それでも万が一の警けい戒かいは必要だった。

　四人全員、同じ部屋で寝るというのも用心のひとつだ。

（それにしても、あの謎の声は）

　風呂に入ったあとすぐ寝てしまったマユカと、その髪かみを撫なでているユーリィを眺めながら、デリダは考える。

　先刻、『ハイウェイを外れろ』とドナの罠を忠告してくれた人物。

　じつは、気になって仕方がないのだ。

　あの声が、脳のう裏りにこびりついている。

「デリダは、寝ないの？」

「もう寝るよ。ユーリィもはやく」

「気になることがある、って顔」

「そりゃ、気になることだらけさ」

　デリダは苦笑いした。

「昼間、無線に割り込んできたあの声。どこかで聞いた気がするんだ」

「どこかで？　最近のこと？」

「いや、そんな昔の話じゃ……。いや、きみにとっては十年前だが」

「加工されてなかった？」

「その加工された声に覚えがあるんだ」

　と、ドアが開いてヴィドーが戻ってきた。不ふ機き嫌げんそうな顔で部屋を見み渡わたし、寝ているマユカをみて、少し頰ほおを緩ゆるめる。

「おまえたちは、まだ起きていたのか。休んでおくのもだいじだぞ」

　そういって、ソファに腰こしを下ろす。

　ヴィドーは、ちいさくため息をついた。

「なにか収しゆう穫かくは？」

「マージュのことは、なにも。だがカシエルと思われるデストラクトは、この街にいるらしい」

「どこに」

　デリダは身を乗り出した。

　ヴィドーは首を横に振ふる。

「そこまではわからん。なかなか慎しん重ちような男だ。……もうひとつ、悪い情報だ。カシエルを探しているやつがほかにもいる。顔に傷のある女」

「ドナか！　なんで」

「おれたちがリビルド社で盗ぬすんだファイルをたどったのかもな」

「まずいな。先にみつけないと」

　デリダはあごに手を当てて呟く。そのときだった。

『まあ、そう慌あわてるな』

　電子音声が、部屋に響く。

　デリダのすぐ近く……いや、胸むなもとからだ。慌てて胸ポケットに手をつっこみ、携けい帯たい端たん末まつをとりだした。十年前から持っているものだ。

　端末に、いつの間にか電源が入っている。

「ばかな！　おれのＩＤは失効している。着信があるわけ」

「そいつを破は壊かいしろ！」

　ヴィドーが鋭するどく叫さけぶ。

『おや？　ハイウェイではわたしの忠告を聞き入れてくれたはずだが？』

「忠告……。そうか、それが口くち癖ぐせなんだな」

　デリダの疑念は確信に変わった。

「カシエル」

　そう、断言してみせる。

　ヴィドーとユーリィが、驚きよう愕がくの声をあげる。

「思い出したんだ。パッチファイルが完成する直前、ＤデイＺジイの品質チェック工程を洗い直せと忠告する電話があった。同じように声を変えて。そうだな、カシエル」

『十年前の、たった一本の電話を覚えていると』

「おれにとっては、ついこの間さ」

『冷れい凍とう睡すい眠みんか。マージュ・ビルシュタインのいった通りだな』

　マージュ！

　デリダたちは、その言葉に色めきたった。

　ここで、その名が出るとは。

　ついに、ついにみつけた。マージュへの手がかりを。失しつ踪そう後の彼女の足取りを、摑つかんだ。デリダは震ふるえる手で拳こぶしを握にぎる。

『きみたちが来るのは予想していた。話がしたい』

「こっちもだ！」

「いや、待て」

　ヴィドーがデリダを遮さえぎった。手ぶりで、自分に任せろといってくる。

「会ってやってもいい。場所を指定しろ」

『ダメだ。きみたちはいま、機械仕じ掛かけのドナの監かん視し下にある』

「なんだって？　でもドナは、カシエルを狙ねらっていると」

　いいかけて、デリダは理解する。

『そういうことさ』

　同じことを悟さとったのだろう、ヴィドーがあとを続けた。

「あえて顔を隠かくさず酒場に現れ、おれたちを焦あせらせて」

『きみたちにわたしを探させ、まとめて始末するつもりだ。わたしもドナの通話を盗とう聴ちようして、怒いかりを買ってね』

　それはデリダたちを守るための、夕刻の峡きよう谷こくでの一件だろう。彼は、そこまでの危険を冒おかして、一行に警告をくれたのだ。

「どうする気だ」

　ヴィドーの言葉に、端末ごしの声が少し笑ったように感じられた。

『わたしの居場所の情報を流し、きみたちから目をそらす。夜明けとともにホテルを出て、ハイウェイを西へ走ってくれ。わたしがきみたちをみつける』

「ドナを甘くみるなよ」

『わかっている。それに、ちょっとした切り札もある。では、夜明けに』

　その言葉を最後に、通信が切れる音が響ひびく。

　デリダたちは顔を見合わせた。

「どうする」

「乗るしかねえだろ」

　ヴィドーは腕うで組ぐみして、うなる。相手に振りまわされるのは不ふ愉ゆ快かいだが、いたしかたないというところだろう。

　過去はともかく、いまはカシエルもヴィドーと同じデストラクトだ。それも、ヴィドーとは違ちがい電子戦、情報戦に長たけていると思われた。

　ここは、相手の専門分野を信じたほうがいい。

　頭ではそうわかっていても、相手にイニシアチブを握られるのはいい気分がするものではない。

「考えても仕方がない。少しでも寝ねて、英気を養え」

　デリダとユーリィは、ヴィドーの不承不承といった様子の言葉に素す直なおにうなずく。
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　夜明けの、少し前。

　デリダとヴィドーは先に起き上がり、まだ熟じゆく睡すいしているユーリィとマユカを眺ながめながら支し度たくを整える。

「ギリギリまで寝かせてやろう。せっかくのベッドだしな」

　というのが大人ふたりの総意であった。ここまでだいぶ強行軍で、無理をさせている自覚はあるのだ。

「デリダ」

　ふと。ヴィドーが、マユカの替かえの服を畳たたむ手をとめていう。

「時間を遡さかのぼって過去をやりなおせるって話、だがな」

　トラウト理論やタイムライドについて、ヴィドーにも、ざっと説明してあった。

　シュミットとの会話でそのあたりの話が出ていたこともあるし、リビルド社の社内で、博物館で、そして廃はい屋おくでなにをしていたのか説明する必要があったというのもある。

　ヴィドーの反応は、半信半疑といったところであったように思う。

「無理に信じてくれなくていい」

「過去が変わったなら、いまのおれたちはどこへ行くんだ？　たとえばおれがおまえをみつけず、そのまま出会わなかったら」

「もし運よく生き延びていればだが……。ここには、おれひとりしかいないだろう。そして、あんたに助けられた記き憶おくは、もうひとつの記憶としておれのなかに残る。ぜんぶ夢だったかのように」

「夢……」

　ヴィドーは、よくわからないといった様子で曖あい昧まいに首を振る。無理もない。トラウト理論は感覚的に理解できるものではないのだ。

　人類は三次元を超こえた世界を知覚することなどできない。

　それを可能にするのは、数式だけだ。

「だけど、そんなおおきな過去改変は不可能だ。変えようとした瞬しゆん間かん、現在に引き戻もどされる。時間は改変されることを嫌きらうらしい。おれにできるのは、誰だれかにひとこと、声をかけるくらいさ」

「そうか」

　ヴィドーは、少しほっとしたような、あるいは肩かた透すかしをくったような表情になる。

　彼が抱かかえるものについて、デリダは知らない。

　薄うす々うすと察しているいくつかはあるものの、それをずけずけと訊きけるほど互たがいの関係は熟成されていないと思う。

　もともと、そこまで他人のことに立ち入るようなタイプではないのだ。それでも、ひとこと訊たずねるくらいはいいだろう。

「なぜ、そんな話を？」

「グラハムをみてくる」

　予想通りというかなんというか、ヴィドーは話を打ち切り、立ち上がった。

「出発だ。ふたりを起こしてくれ」
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　夜明けの、ほんの少し前。東の山脈が赤く染まりはじめたころ。

　ホテルの地下の駐ちゆう車しや場から、グラハムが飛び出す。

　四人を乗せた車は、暗くら闇やみのなか、大通りを走って、あっという間に街を抜ぬけた。

　グラハムは西の街かい道どうをひた走る。

「静かね」

　ユーリィがぽつりと呟つぶやく。デリダはうなずいた。

「ここまでは、カシエルの作戦通りってところか」

「そいつは、どうかな」

　運転席のヴィドーがハンドルを強く握る。

　デリダが慌ててバックミラー型モニタをみると、暗闇の先にちいさな黒い点のようなものがみえた。
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　グラハムが映像を拡大する。

　大型のバイクが迫せまってきていた。運転しているのは、見間違いようもない、白い髪かみをなびかせた女だ。ヘルメットをかぶらず、片目だけの暗視ゴーグルをはめている。

　機械仕掛けのドナ。

　ドナはロングバレルの銃じゆうを抜き、生身で振りまわすにはあまりにも長大なそれを右腕だけで構えてみせた。義手だからできる芸当だろう。

「裏の裏をかかれた。おれたちを追い詰つめてカシエルを引きずり出す気だ。だがこの距きよ離りで当てられるやつなんざぁ」

　ヴィドーが厳しい声でそういった、次の瞬間だった。

　車の左後ろに強い衝しよう撃げきがある。

　被ひ弾だんしたのだ。車体のコントロールが、つかの間失われる。

　ユーリィが悲鳴をあげる。

「話が違うぞ！」

　デリダが叫び、ヴィドーが舌打ちする。グラハムが、ホイールに損傷を受けたことを報告してくる。

『至急、停車を』

「ここでとまれるかよっ」

　バックミラーで拡大されたドナは、笑えみを浮うかべていた。いましも獲え物ものを食い殺そうかという、獰どう猛もうな狩しゆ猟りよう者の笑みだ。

　悪いことに、いまグラハムが走っているハイウェイは、隠れる場所のない平地の荒こう野やを西にまっすぐ貫つらぬいていた。

　ドナのバイクはぐんぐんと距離を詰めてくる。

　リアウィンドウに銃弾が突つき刺ささる。放射状のヒビが広がった。

「伏ふせてろ！」

　ヴィドーは叫さけび、懸けん命めいに加速する。

　と、前方を走るコンテナ車が近づいてくる。いや、コンテナ車の速度が遅おそいため、こちらが近づいているのだ。

　低いエンジン音が、だんだんおおきくなる。果物のロゴが入った、どこにでもあるような大型のコンテナを背負った車だった。

「うおお、邪じや魔まだ、このクソトレーラー……っ」

『助けにきたのに、ひどい言い草だな』

　ノイズとともに、無線に割り込む声がある。

「カシエル！」

　デリダは後部座席から身を乗り出して叫ぶ。

　コンテナの後部ドアが自動で開き、グラハムを収納するようにレールが伸のびる。コンテナの上に、ひとりの男性が姿を現した。

　杖つえを手にした、壮そう年ねんの男だ。

　カシエル。デリダが知る姿よりかなり老ふけてみえるのは、この十年の苦労ゆえか。

　カシエルが、グラハムに向かってひとつうなずく。ヴィドーはアクセルを踏ふみ、コンテナのなかにグラハムを収納させた。コンテナが閉じる。

　デリダはコンテナ内部で停車したグラハムから飛び出て、すぐそばの梯子はしごを上った。コンテナの屋根の上に出る。

　屋根の端はし、中ちゆう腰ごしでドナのバイクを睨にらむカシエルの背中がみえた。

「穴に隠かくれたネズミもいぶり出されたか！」

　ドナの叫び声が風に乗って響ひびいてくる。

「離はなれろ、カシエル！」

　デリダは叫ぶが……。

　カシエルは無言で、手にした杖を振ふり上げる。

　ドナは義手を変形させて、内部の仕し掛かけナイフを露ろ出しゆつさせた。ナイフの発射体勢をとる。

「その義手は、プロトタイプ。ＤＭＧ─２５８０後期型の改造品。わたしはその開発担当者のひとりだ」

　カシエルは杖の握にぎりについたトリガーを引いた。

　細い電光が走る。

　直後、ドナがくぐもった悲鳴をあげた。

　全身を硬こう直ちよくさせ、バイクから振り落とされる。義体の女は路面に投げ出され、二度、三度とバウンドしながら転がった。

　頭をかばった義手が路面を削けずり、火花があがる。

　ドナとバイクは、一瞬で後方に流れていった。

「アンチパルス発生装置」

　カシエルが淡たん々たんと告げる。

「脳幹から義ぎ肢しへのコマンドを偽ぎ装そうし、フリーズさせる」

　オートマタの技術は義肢へも応用可能だ。いや、もともとは義肢で長年にわたって培つちかわれた技術をオートマタに転用したのである。

　特にＤデイＺジイの四肢は、義肢との共用パーツが多数存在した。量産性の向上のためだ。

　カシエルは、もともと義肢の開発に関かかわっていたところをリビルド社に引き抜かれた技術者であった。

「カシエル、あんた」

「皮肉だな。わたしが犯おかした罪の原点であるこのバグが、十年経たってきみの命を救うとは」

　振り向いたカシエルの言葉に、デリダは戸と惑まどった。彼はなにをいっているのか。まるで、すべてを知っているかのようなその言葉は……。

「デリダ・イヴェン。きみが生きていてくれたことを、心から嬉うれしく思う。そして……謝罪したい」

　年以上に老けてみえる男は、口もとを歪ゆがめて不器用に微笑ほほえんだ。
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　コンテナの内部は、テーブルや椅い子すのある居住空間となっていた。カシエルは、このトレーラーを隠れ家にして移動しながら暮らしているのだという。

「なるほど、居所が摑つかめねえわけだ」

　グラハムから降りたヴィドーが呟く。

　コンテナの屋根から降りてきたカシエルが、皮肉に笑った。

「わたしも、リビルド社にとっては目め障ざわりな存在だからな。冷れい凍とう睡すい眠みんとまではいかずとも、姿をくらます必要があったのさ」

　聞けば、車体のロゴやナンバープレートは自動的に書き換かわり、定期的に別の車としてあちこちを放ほう浪ろうしているとのことである。念のいったことだった。

　それだけの用心があったからこそ、こうして生き延びた彼と会うことができたのだろうが……。

「十年前」

　デリダが、確信をもってカシエルに訊たずねる。

「おれに匿とく名めいの電話をかけてきたのは、あんたなんだな」

　カシエルはうなずいた。

「当時、技術者だったわたしは、アンドレイの陰いん謀ぼうに加担し、ＤデイＺジイに仕込まれたバグが発覚しないよう、チェック工程に細工した。良心の呵か責しやくに耐たえきれず、きみやネイサンに伝えようとしたが、手て遅おくれだった」

「あのとき、おれは忠告の意味に気づかなくて」

「いや、曖あい昧まいないいかたしかできなかったわたしのせいだ」

　カシエルは首を振る。

「あのとき、きみがすでに、バグに気づいてパッチファイルを作成していたと知っていたら」

　デリダたちがパッチファイルをつくり、それを父であるジャキスに渡わたしたことで、アンドレイたちリビルド社の上層部は強硬手段に出るしかなくなった。

　カシエルの忠告は、遅きに失した。デリダがいままで匿名の電話のことを忘れていたのも、それがなんら大たい勢せいに影えい響きようを与あたえなかったからである。

　彼の言葉から考えるに、そもそもデリダがバグを発見しパッチファイルを作成するまでのスピードが、関係者全員の予測よりはるかに速かったのだろう。

「あれはアンドレイにも予測できないことだった」

　はたしてカシエルは、そう告げる。

「デリダ・イヴェン。きみは、たいしたものだ」

「あんただって、さっきドナを退治した装置は見事だった」

「こんなものは、ただの小細工さ」

　カシエルは自じ嘲ちよう気味に笑い、杖につけられた装置をみせてくれる。

　マッチ箱のような小型ボックスが握りにとりつけられていた。ボックスには、いくつかのボタンと液えき晶しよう画面がある。液晶画面にはエラーコードが表示されていた。

「わたしはこのユニットを使うチェック工程を飛ばして、ＤデイＺジイのバグを隠いん蔽ぺいしていた。同時に、ＤＭＧ─２５８０の不具合も放置された」

「それがあんたの、罪の原点か」

「そうまでして身を隠してきたあんたが、なぜいまになっておれたちを助ける？」

　デリダの言葉に重ねて、ヴィドーが口を挟はさむ。

　カシエルはうつむいた。

「贖しよく罪ざい、だな」

　しばし言葉を探すように押し黙だまったあと、男はそう答えた。

「悪事に加担した罪悪感に苛さいなまれ、寝ね返がえって真実を訴うつたえようとしたときには、すでに遅く、誰だれも救えなかった。秘密を知りながら告発もできず、やがて恐おそれた通り、戦争が起きた。妻子を失った」

　カシエルは皮肉に笑う。

「マージュが訪ねてきたときは嬉しかったよ。きみたちのためにわたしができることなら、なんでもしようと思った」

　ついに、マージュの名前が出てきた。ユーリィが目の色を変える。

「マージュは、あなたになにを？」

「あの子が生きていくために必要な、もろもろの物資調達を頼たのまれたよ。ほかに……不思議な注文もあった。かつて父と暮らしていた家と同じ家具や調度品が欲しい、と」

　デリダたちは、首をひねった。

　それはいったい、どういうことなのだろう。カシエルが噓うそをいっているとは思えないし、マージュが不必要なものをねだるはずもない。

「どうして、そんなもの」

「理由は教えてくれなかった。ただ、自分は静かな場所にいくのだと」

「静かな場所……？」

　デリダは困こん惑わくして小首をかしげる。
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　カシエルは、ちいさな湖のほとりにトレーラーをとめた。湖の一角には十メートルほどの高さの崖がけがあり、清流が滝たきとなって流れ込んでいる。

「この上にわたしの隠れ家がある」

　とのことで、ヴィドーもそうだったがデストラクトたちは万が一のための避ひ難なん所じよをいくつも用意しているものらしい。

　ユーリィとマユカを湖の桟さん橋ばしに置いて、デリダたち大人三人は、汗あせをかきながら崖の上の高台に登った。

「わたしが初めて会ったとき、マージュは冷凍睡眠状態のきみをみつけだし、必死に解凍プロセスを調べていたよ」

　デリダは棍こん棒ぼうで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受け、足をとめる。

「マージュが」

「ああ。まるで、きみを救うことが使命であるかのように」

「おれの解凍処置をしてくれたのは、マージュだったのか」

　先頭のカシエルも立ち止まり、デリダに振り向く。

「トラウト理論、という言葉を知っているか」

　唐とう突とつに出たその単語に、デリダは目を剝むく。

「マージュからなんどか聞いた言葉だ。記き憶おくと時間を巡めぐる、重要な理論だと」

　カシエルは淡々と語った。

　デリダの脳のう裏りをよぎるのは、あの夜の光景だ。ネイサンの家の裏庭での、マージュとの会話。

『素す敵てきな考えだわ。証明すべきよ』

　彼女のその言葉には、どれほどの想おもいがこめられていたのか。

『はじめて空を飛んだり、深い海の底を照らしたひとたちのように。ひとはあらゆる夢を叶かなえてきた』

　マージュの夢とは、なんだったのか。

　デリダはひどい頭痛を覚え、頭を押さえた。

「デリダ？」

　心配そうに訊ねてくるカシエルに、デリダは首を振ふり、だいじょうぶだと仕草で告げる。

「トラウト理論は、おれの学生時代の研究テーマだ。実験の危険性がわかって、けっきょく、立証できなかった」

「危険性？」

「昔の話だ。ネイサンが亡なくなったいまとなっては、引き継ついだやつもいない」

　カシエルは、少しためらったすえ、「マージュ」と告げた。デリダは驚おどろき、カシエルの顔を凝ぎよう視しする。

「マージュは、静かな場所で、きみとネイサンの研究を引き継ぐと」

　研究を、引き継ぐ。

　トラウト理論、そしてタイムライド。

「なんだと。だとしたらマージュが危ないっ」

　ちからが入らない。デリダは片かた膝ひざをつく。

　周囲に、白い霧きりがたちこめていた。いつの間にか、霧が渦うずを巻く。

　デリダは、はっと気づく。

　これは、この光景は……。

「タイムライドの予兆」

　そのときだった。風を切る音とともに、黒い人ひと影かげが霧から飛び出してくる。

「デリダ！」

　ヴィドーの叫さけび声。デリダははっと目を見開く。

　ドナだった。

　義ぎ肢しの女はカシエルの背後に着地する。カシエルは慌あわてて振り返り、杖つえを構えた。だが次の行動に移るのはドナの方が速い。

　ドナは素早くナイフを振るい、カシエルの杖についたアンチパルス発生装置を破は壊かいした。

「くっ、逃にげろ、デリダ！」

　カシエルが叫ぶも、その彼にドナのナイフが迫せまる。

　ナイフの前に割って入る巨きよ体たいがあった。ヴィドーだ。鈍にぶい衝しよう突とつ音が響ひびく。血しぶきが飛び散った。

　ヴィドーのうめき声。ドナのナイフが、カシエルをかばったヴィドーの腹部を刺さし貫つらぬいていた。

「ヴィドーっ」

　デリダは叫び、駆かけ寄ろうとした。しかし、四肢のちからが抜ぬけていく。視界が歪ゆがむ。

　渦を巻く白い霧が、さらに勢いを増す。

「くそっ、こんなときに……っ」

　ヴィドーが膝をつく。

　ドナは、ナイフの切っ先をデリダに向けた。

「デリダ・イヴェン。己おのれの罪を償つぐなうがいい」

「罪……？」

　デリダは声を絞しぼり出す。

　呼吸が苦しい。頭が割れるように痛む。

「ジャキス・イヴェンの息子むすこ。ＤデイＺジイの開発者。わたしたちを生み出し、自らを創造主だと思いあがった罪人め」

「な……っ」

　デリダは倒たおれ込む。

　視界が完全に白い霧で覆おおわれ、なにもかもが飲み込まれる。




　デリダは、夢をみるような心地ここちで、宙に浮ういていた。

　声が、聞こえる。デリダ自身の声だ。

「なんのことだ？」

　そう、叫んでいるデリダ。

「創造主？　罪人？」

　混乱しているデリダ。

「ヴィドー！　はやく傷の手当てを……っ」

　意識が、遠のく。離はなれていく。

　現在いまから。




　少女の声が響く。

「タイムライド、イレギュラー。特異点からもっとも遠い、臨界点への跳ちよう躍やく」

　ふと、ネイサンの家のリビングがみえたような気がした。
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　深夜だった。

　リビルド社の、デリダのオフィスに電気がついている。

　デリダはひとり残って、コードをいじっていた。

　デスクの時計は、23時57分。本来ならば、とうに全員退社している時間だ。

　もちろんデリダの居残りは申しん請せいされておらず、堂々たる社規違い反はんである。胸に貼はりつけているパスは、以前につくった偽にせ物ものだ。

「あと少し……なんとか、明日あした中にこのパッチファイルを」

　デリダは呟つぶやく。急いで、しかしミスのないよう丁てい寧ねいに、キーを叩たたき続ける。

（ここは、おれのオフィス）

　タイムライドしてきた未来のデリダの意識は気づく。

　ちらりと時計の脇わきのカレンダーをみれば、日付は２０５０年12月19日。マージュの誕生日の前日だった。

（この日に、なにがあった？）

　必死に考えを巡らし、思い当たる。

　ほぼ同時に、デスクの電話が鳴った。この時間を生きるデリダが、驚いて顔をあげる。

「社内通話？　こんな遅おそくまでおれ以外に居残りがいるとは」

　未来のデリダは気づく。カシエルからの電話だ。いまこのデリダの意識を乗っ取って、カシエルになにか伝えることができれば……。

　だが、その試みは上手うまくいかなかった。身体からだからはじき出されてしまう。

（くそっ、いままでのタイムライドより意識が薄うすい。こんな状態でなにかを変えるなんて……っ）

　そうこうしている間に、この時間を生きるデリダは受話器をとる。

「もしもし」

『デリダ・イヴェン。ＤＭＧ─２５８０を調べろ』

　電子加工されたカシエルの声がスピーカーから響いた。

「誰だれだ、あんた。いきなりなにを」

『テスト工程が密ひそかにキャンセルされている。きみがみれば、重大な隠いん蔽ぺい工作だとわかるはずだ』

　この忠告は、無む駄だだ。

　未来のデリダはもちろん、そのことを知っていた。このときすでに、この時間を生きるデリダはバグの存在に気づいている。

　カシエルはそのことを知らない。

　そしてデリダは、目先の作業に忙ぼう殺さつされ、この電話のことを忘れてしまう。

「ここは上級開発者のオフィスだ。デバッグの要望ならテストエンジニアに伝えてくれ」

　いまもこうして、すげなくカシエルの要望を切り捨てている。

（カシエル！　アンドレイの裏切りを伝えてくれ！　これじゃ情報が足りない！）

　未来のデリダの願いは、叶わない。

　カシエルは、失望したように『忠告はしたぞ』というだけだった。

（考えろ！　なにか……あるはずだ……っ。未来を変える……方法が……っ）

　やるしかない。

　タイムライドしているデリダは、介かい入にゆうを決意した。渾こん身しんのちからをこめて、肉体に突入する。

　ほんのひととき、ほんの少しだけ、デリダの身体を乗っ取った。

「ま、待て」

　かろうじて、言葉を絞り出す。

「これは、密告なのか？」

　加工された音声が、ひるんだように『それは』と呟く。

「言葉だけじゃ、信用……でき、ない」

　よし、発声できた。

　ここまでは、いけた。

　声を出すだけで精せい一いつ杯ぱいで、それもこの程度の干かん渉しようが限界だった。立ち上がることすらできない。

（この状じよう況きようでなにをすればいい？　なにをいえばいい？　カシエルを説得して事情をしゃべらせる？　ダメだ、このときのおれじゃ、頭に血が上って父さんの計画を台無しにしてしまう。ほかに、なにが……）

「なにか、証しよう拠こを、みせてくれ」

『証拠？』

「裏づけのない情報につきあっている時間はないんでね」

　視界がぼやけはじめる。ちからが抜けていく。

（くっ、タイムライドの限界か……？　待ってくれ！　あと少し……っ）

『証拠なら、ある』

　カシエルが告げる。

『標準テストユニット25番の……』

　カシエルの言葉をすべて聞くことはできなかった。デリダの意識は身体からはじき飛ばされる。

　２０５０年が遠くへと消えていく。

（ダメだ！　間に合わない！　これでは未来はなにも……っ）

　タイムライドが終わる。
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　気づくとデリダは崖がけの上、滝たきのそばにいた。

　カシエルは倒れ、ヴィドーは腹を刺されてうずくまっている。デリダ自身も転てん倒とうしていた。

　そして邪じや魔まなヴィドーを排はい除じよしたドナが、ナイフを構え直してデリダとの距きよ離りを詰つめる。

「くそっ、なにも変わっていない！」

「どうした、恐きよう怖ふのあまり心臓が止まりそうか！　そんな身勝手な死は許さない。おまえは死神の手で裁かれる！」

　デリダは無む我が夢中で、ズボンのポケットを探さぐった。

　なかに入った小型の物体を握にぎる。

　ドナがナイフを振ふり上げる。

　デリダはポケットから手を引き抜く。




　同時に、記き憶おくが流れ込んでくる。

　本来ならあるはずのない記憶が。

　もうひとりのデリダによる、もうひとつの時間の記憶が、フラッシュバックする。




　深夜、デリダのオフィスにて。

　タイムライドが終しゆう了りようしたあとも、デリダは加工されたカシエルの声を最後まで聞いた。

『標準テストユニット25番のパルスを反転し、ＤＭＧ─２５８０に使え』

　匿とく名めいの電話は、そう告げる。

　デリダはデスクを見み渡わたし、うなずいた。

「そのユニットならここにもある。あとでチェックするよ」

　デリダは受話器を置き、忘れないよう、テストユニットが並んだケースから電話の通りのテストユニットをとりだす。

「いまはパッチファイルの完成が先だ」

　ズボンのポケットに、テストユニットを無造作に突つっ込む。

　それきり、忘れてしまった。

　忘れていた。ずっと。




　滝の上でドナと対峙する、このときまで。

　デリダは手にしたテストユニットのスイッチを入れる。標準テストユニット25番。パルスを反転。

　先せん端たんから閃せん光こうが走る。ぱちっ、と放電の音が響ひびく。

　ドナがうめき声をあげる。

「ぐっ、ば、バカなっ」

　襲しゆう撃げき者の女は、腕うでを押さえ、硬こう直ちよくする。

　暗殺者の手からナイフがぽろりと落ちる。

　デリダは立ち上がり、素す早ばやくドナから離れた。

　ヴィドーを立ち上がらせ、肩かたを貸す。カシエルが反対側からヴィドーを支えた。男三人で、崖に向かう。

「ぐ……っ」

「飛び込めっ」

　カシエルが叫さけぶ。デリダはうなずき、思いきってヴィドーとともに滝に転がり落ちる。

　滝たき壺つぼへ落下する。

　カシエルがデリダたちに続く音を聞く。
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　ドナは追ってこなかった。

　カシエルとデリダは、ずぶ濡ぬれのまま、ふたりでヴィドーを抱かかえてトレーラーまで戻もどった。

「標準テストユニット……どうして」

「あんたの忠告のおかげさ」

　途と中ちゆうで、カシエルとそんな会話を交かわした。

　ヴィドーの重い怪け我がに絶句するマユカとユーリィを回収して、トレーラーは慌あわただしく、その場を離り脱だつする。




　ヴィドーの傷は、幸いにして臓器まで達していなかった。

　トレーラーの医い療りようＡＩが下した診しん断だんは、全治一ヶ月。

　命に別状はない、との話で、マユカがほっと安あん堵どの息をつく。

　少女は泣きそうな顔をしていたものの、父親の惨さん状じようから目をそらさず、ＡＩの説明を気き丈じように聞いていたのはやはり、デストラクトの娘むすめとしてあちこち連れまわされていた経験がゆえか。

「助けるつもりが、助けられてしまったな」

　カシエルは、腹に包帯を巻いてベッドに横たわるヴィドーをみて肩をすくめる。

　同じデストラクトではあっても、彼の場合は荒あら事ごとが得意なほうではないとのことだ。得意分野はひとそれぞれ、依い頼らいの受け方もそれぞれであるという。便利屋とは、そういうものなのだろう。

　ことにカシエルの場合、専門である電子戦はこの地方でも敵なしというレベルだ。そうでなければリビルド社を相手に生き残ることなどできなかったに違ちがいない。

　だからヴィドーも、カシエルに対しては、尊敬できる同業の人間として接している。持ちつ、持たれつの対等な関係として。

「そう思うなら、ひとつ頼たのまれてくれないか。危険な頼みだが」

　そう、切り出す。

　カシエルは、わかっているとうなずいた。

「ドナと賞金稼かせぎたちを引きつける囮おとり役なら、喜んで買って出るよ」

「察しがいいな。三日でいい」

　さきほどの診断では全治一ヶ月とあった。さすがにそれは厳しいのでは、と周囲がたしなめるも……。

「戦いながら治すさ。殲せん滅めつ爆ばく撃げきまで、もう時間がねえ」

　ユーリィが深刻な顔でうつむく。カシエルも渋しぶい表情だった。

　対して、デリダは、きょとんとする。

「殲滅爆撃？」

「きみたちを乗せた派手なトレーラーが東に向かっているという偽にせ情報を流しておいた。二週間は、もたせてみせる」

　カシエルはため息をついて、そう告げる。

　デリダの戸と惑まどいに気づかず、話が進んでいた。

「ああ、それで貸し借りはなしだ」

「待ってくれ、ふたりとも！」

　狼ろう狽ばいしながら、デリダが話に割り込む。

「賞金稼ぎってのは？　それに、殲滅爆撃って」

　フラッシュバックが起きる。

　もうひとつの記憶が流れ込んでくる。




　デリダは口を閉じ、うつむいた。

　周囲が静かになっていた。じっと、デリダをみつめている。

「おい、もしかして」

　ヴィドーが、傷口の痛みに顔をしかめながら訊きいてくる。

　デリダはうなずいた。

「ああ、さっきドナに襲おそわれたとき、タイムライドしたんだ。どうやら、おれが過去を変えた結果……」
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　デリダは、トレーラーの窓から空をみあげる。

　夕焼けに赤く染まる空に、黒い不気味な飛行機雲が筋を残している。

「またミサイルの発射実験だ」

　ヴィドーが告げる。

「こう毎日じゃ、いつ本物が発射されてもおかしく……つうっ」

　苦痛にうめき、ヴィドーは身をふたつに折る。ユーリィとマユカが、そんな彼を心配そうにみている。

「無理にしゃべっちゃダメよ。傷口が開いちゃう」

「パパ……パパ……っ」

　デリダは呆ぼう然ぜんと、ヴィドーの言葉を反はん芻すうする。ヴィドーはマユカの頭を撫なでて、心配するなと囁ささやいていた。

「どこで過去がどう変わったかはわからないけれど」

　デリダは呟つぶやく。

「もういちど、タイムライドすれば……」

　デリダは目をつぶる。

　強く念じる。

　白い霧きりが周囲に満ちるのを感じた。

　来る。そう、直感が告げる。

　だが……。




　デリダは純白の空間にいた。

　赤いワンピースの少女が、後ろを向いて浮うかんでいる。

　少女は、ゆっくりと首を振った。悲しそうに。

「不可能よ」

　そう、端たん的てきに告げる。

「タイムライドは万ばん能のうではない。ひとつの事象に対する過去の改変はいちどだけ」

「なんだって？」

　デリダは思わず、叫んでいた。

「あなたの意識のなかに、ふたつの異なる記憶が混在している。その時間には、もう跳とべない」

「そんな……っ」

　思い当たるフシはあった。

　跳べる時間と、跳べない時間。

　その差はなんなのか。記憶が鍵かぎとなるからには、その記憶が複数ある場合、どうなってしまうのか。

　だからこそ。

「ひとつの過去に跳べるのは、過去への干かん渉しようが許されるのは、ただいちどだけ」

　少女が、無む慈じ悲ひに告げる。




　デリダは目を開ける。

　白い霧は消えていた。まだトレーラーのなかだ。ヴィドーの身を案じる少女たちは、デリダの異変に気づいていないようだった。

　デリダは震ふるえる手で、ノートをとりだす。

　メモのページのあちこちにチェックが入っている。もう、かなりの時間が埋うまってしまった。

「おれは、いままで何回、タイムライドした？　どれだけの時間を改変不可能にしてしまったんだ……？」

　心に絶望が広がる。
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　デリダたちは、囮となったカシエルと別れ、グラハムで西に移動を開始した。

　といっても、ヴィドーの怪け我ががある。あまり無理をするわけにはいかない。

　基本的に、移動は人目を忍しのんで夜に行う。寝ねるのは昼だ。

　一日目の今日は、街はずれの岩場の陰かげで一いつ泊ぱくすることになった。

「くれぐれも、気をつけてくれよ。きみたちにかかった賞金はたいそうな額だ」

　別れ際ぎわ、カシエルはデリダたちにそんな言葉を投げていた。

　デリダの記き憶おくが蘇よみがえる。

　賞金目当てのデストラクトたちに追いまわされた記憶だ。

　前回のタイムライドにより、デリダたちの置かれた状じよう況きようはひどく悪化していた。これまでは紙かみ一ひと重えで逃にげることができていたが、それもどこまでもつか……。

　グラハムのモニタが、戦せん禍かの街のニュースを映している。無数の黒こく煙えんがたちのぼり、ひと気のない街並み。

　音声は、戦争の激化を告げていた。

「戦況はさらに悪化。国も、街も、荒あれ果てるいっぽう。これが過去改変の結果だっていうのか。おれは、どうすれば」




　最悪の場合、ヴィドーが寝ていても、グラハムはオートで動かせる。

　とにもかくにも、次の目的地を決める必要があった。

　無理のない範はん囲いで距きよ離りを稼がねばならない。デリダたちには、ぼんやりと休んでいる時間などない。

「カシエルがいっていた『静かな場所』ってのは、どこにあるんだ」

　休きゆう憩けいのときに、包帯姿も痛々しいヴィドーが訊たずねる。

「まだわからない。ただ、ひとつだけ心当たりがある」

　デリダはグラハムの展開したパネルの表示を連続して切り替かえながら、返事をする。ニュース、地図、危険地帯の情報。都市の近くで通信が使えるいまのうちに、各地の情勢を頭に叩たたき込んでいく。

「イェーツ工科大学。おれの母校だ」

　反対意見はなかった。




　　　　＊




　それにしても、とデリダは思う。

（マージュ、なぜトラウト理論の研究を？　あれには欠けつ陥かんがあるのに）

　その欠陥がゆえ、デリダは実験を中断した。

　ネイサンも実験の再開を急げなかった。デリダに協力を求めたということは、行き詰づまっていたのだろう。

（あの日、あのとき。おれがマージュの言葉に否いなといわなければ。ネイサンの手伝いを断らなければ。……こんな風に追い込むことはなかったのか？）

　はやくマージュをみつけなければならない。

　彼女がどこにいても。

　どうなっていようとも。




　日が暮れてから、隠かくれ場を出てハイウェイを走る。

　ヴィドーは運転席に座ることにこだわった。皆みなが傷の心配をしたが、「だいじょうぶだ」の一点張りである。

　けっきょく、辛つらくなったらすぐにグラハムが運転を代わる、という約束で彼に運転をしてもらうこととなった。

　実際のところ、夜のハイウェイを通る車は少ない。

　このご時世、都市と都市の間を移動する者は少なく、輸送トラックもそう頻ひん繁ぱんな行き来はない。都市間の自動運転ナビゲーションは機能していないため低級ＡＩに任せるには不安がおおきいものの、グラハムはそんじょそこらのＡＩとは格が違ちがう。

　従って、トラブルさえ起こらなければヴィドーの負担は軽い、はずだった。




　深夜。

　グラハムはハイウェイをひた走る。

　ヴィドーは、操縦席に座っている方が気が紛まぎれる、傷の治りもいい、と軽口を叩いていた。

　実際、彼の体力はたったの一日でだいぶ回復している。カシエルのコンテナで受けた治ち療りようが適切だった、というのもあるのだろう。

　このぶんだと、数日もあれば普ふ通つうに動けるくらいに回復しそうだった。

　状況が安静を許してくれれば、なのだが……。




　午前二時ごろ。グラハムの内部に警報音が鳴り響ひびく。

『後続車に不ふ審しんな動きあり』

　ＡＩが告げる。

「何台だ」

『四台確かく認にん』

　ヴィドーとグラハムのやりとりを聞いて、ユーリィがねぼけ眼まなこのマユカに「隠れてて」と告げた。ヘルメットを渡わたし、座席後部の隠れ場に避ひ難なんさせる。

　直後、グラハムがドリフトした。

　機き銃じゆうの掃そう射しやを、すんでのところで回避したのだ。

　ヴィドーは巧たくみな操縦で、なんどもグラハムの尻しりを振ふって銃じゆう撃げきを回避し続ける。タイヤがきしむ音をたて、デリダたちは遠心力で右に左に押しつけられた。

「口を閉じてろ！」

　悲鳴をあげるユーリィに、ヴィドーが怒ど鳴なる。ギアを切り替え、加速。デリダたちの身体からだがシートに押しつけられる。

　背後の車も加速した。

　しつこく銃撃音が響く。グラハムが左右に蛇だ行こうして攻こう撃げきを回避する。それによって速度が落ち、後続車との距離が縮まる。

　四台の車のうち二台がグラハムを抜ぬいて、前に出た。

　窓から身を乗り出した男が、銃を構えてフロントガラスを狙ねらう。閃せん光こうとともに重低音が響く。

　ヴィドーのハンドルさばきが冴さえ渡り、かろうじてすべてをかわしきるも……。

　このままでは、じり貧ひんだ。前後を挟はさまれ、逃げ道はない。

「交代だ」

『了りよう解かい』

　ヴィドーはＡＩに操縦を任せ、サブマシンガンを手に天てん井じようを開けた。屋根の上から狙いを定め、引き金を引く。銃じゆう弾だんは前方の一台に吸い込まれ、爆ばく発はつを起こす。

　グラハムは、炎えん上じようする車をさっと避よけて速度をあげる。

　残る前方一台、後方二台の銃撃が激しさを増した。ヴィドーは車体を操縦するＡＩと呼吸を合わせ、的確な射撃を重ねて牽けん制せいしていく。

　相手がひるんだその隙すきに前方の車の脇わきを抜け、グラハムは闇やみのなかへ加速する。

「……ふうっ」

　ヴィドーは運転席に戻もどって、呼吸を整える。みれば、その顔はびっしりと汗あせをかいていた。明らかに、いつもの様子とは違う。

『後方の三台、接近中』

「ちっ、しつこいんだよっ」

　また銃弾を浴びて、グラハムが派手に揺ゆれる。ユーリィが悲鳴をあげ、デリダは振り向いて攻撃してくる車を睨にらんだ。新しく生まれた記憶のなかで、なんどかこういった危機に陥おちいっていたことを思い出す。

　そのたびに、紙一重で切り抜けてきた。

　だが今回ばかりは……。

　ＡＩが、ピピピ、とアラート音を鳴らす。

『安全な経路を確保』

　フロントガラスの手前に地図と矢印が表示された。

『ハイウェイを降りて山道へ入り、ひとつ目のカーブを直進してください』

　崖がけへまっさかさまの経路だった。

「おい、どこが安全だ！」

　ヴィドーが文句をいうも、グラハムは『わたしの装そう甲こうなら耐たえられます』と平然としている。

　デリダは息を吞のむ。はたしてヴィドーはひとつ舌打ちして、「仕方ねえ」と決断を下した。

「や、やるの？」

「死ぬよりはマシだろうが！」

　気弱に訊ねるユーリィに、そう返す。

「いくぞ！」

　ヴィドーはハンドルを切った。ハイウェイをはずれて、山道を駆かけ上る。

　デストラクトたちの車は、グラハムを追って山道に入りながら、しつこく銃撃を続けている。

　ほどなくしておおきなカーブに差しかかった。地図にあった通りのものだ。

「全員、衝しよう撃げきに備えろ！」

　ヴィドーは叫さけび、ハンドルを握にぎる手にちからをこめる。デリダは身構えた。そばでユーリィとマユカも身をかたくする。

　グラハムはカーブを曲がらず、直進した。

　タイヤが地面を離はなれ、宙を空回りする。しばし、浮ふ遊ゆう感かん。胃が持ち上がる感覚に、デリダはうめく。

　強い衝撃とともに、着地。

　車は山の斜しや面めんをすべり落ちていく。グラハムの内部で、デリダたちは悲鳴をあげながら加速に耐えた。

　ヴィドーは激しくギアチェンジしてブレーキをかけようとするが、土つち煙けむりをあげ斜面を走るタイヤはいっこうに地面を嚙かんでくれない。

　幸いにして、追いかけてきていた三台の車はカーブで停車した。この先の地じ獄ごくのような坂を追つい跡せきする気はないようだ。

　追っ手に理性があってなによりだ、とデリダは思う。

　問題は、いま理性など振り捨てて坂を落ちていく自分たちなのだが……。

　真っ暗な樹海が、足もとで口を開けていた。

　グラハムは木々を割って、勢いよくそのなかへ突とつ入にゆうする。下生えを踏ふみ、岩に乗り上げ、木立をかすめる反動が、なんどもデリダたちを襲おそう。




　最後に、ひときわおおきな衝撃。

　グラハムは、木々にひっかかって停車した。土煙が収まる。

『これが、想定される選せん択たく肢しのなかで最善の道でした』

　しれっとそう告げるＡＩ。

　壊こわしてやろうか、とデリダのなかで激しい殺意が沸わいた。




　　　　＊




　デリダは停車しているグラハムから降りて、周囲を見渡す。樹海の木々に隠れてハイウェイはみえないが、少なくとも追っ手の気配はない。どうやら諦あきらめてくれたようだ。

　冬の夜の森は、不気味なほど静まり返っていた。

　グラハムのなかに戻る。ヴィドーが苦しそうに身をよじり、「夜が明けるまでここで待機だ」と告げる。

「仕方がない」

　気がはやっているデリダではあるが、道もわからない森のなかを深夜に移動する愚ぐは理解していた。

　なにより、ヴィドーの調子が……。

「パパ、血が！」

　運転席をみたマユカが悲鳴をあげる。さきほどの荒あら事ごとで傷口が開いたのだろう、包帯がどす黒く滲にじんでいた。

「手当てをしないと」

「だいじょうぶだ」

「そんなわけないだろ！」

　脂あぶら汗あせを流しながら首を振るヴィドーを無視して、デリダは前の席に移動する。ダッシュボードを開けてなかを覗のぞき、ええと、と首をかしげた。

「どこになにがあるんだ」

「もう、ダメね！　交代して！」

　ユーリィに怒おこられた。




　ユーリィは、グラハムに命じて車内ランプをつけさせ、運転席を下げてシートを倒たおす。外に明かりが漏もれないように遮しや光こうモードを作動させた。

　マユカが救急箱を持ってくる。

　ユーリィはそれを受けとり、横たわるヴィドーの包帯を解いて傷口に消毒液をあてる。ヴィドーが低くうめき、首を振った。マユカがタオルで額の汗をぬぐう。

「我が慢まんして」

「パパ……っ」

　ユーリィは手て際ぎわよくヴィドーの治ち療りようを続ける。

　情けないことに、デリダはみているだけだった。ひとり暮らしが長いものの、よくよく考えると救急箱などいちども使ったことがない。子どものころはお手伝いさんがすべてやってくれていたものだが……。

「近所で怪け我がしたひとの治療、よくやったもの」

　手当てをしながら、ユーリィはいう。

「テロに巻き込まれたひととか、ＤデイＺジイに襲われたひととか。紛ふん争そうの激しい地域から逃にげてきたひともいた。慣れたものよ」

　なんども、痛感する。デリダが眠ねむっていた十年、彼女は戦い続けてきたのだ。

　消毒を終えたユーリィは、ガーゼをあて、テープでとめる。ふう、と己おのれの額の汗をぬぐう。

「あとは包帯して終わり。デリダ、お願いできる？」

「あ、ああ」

「どこかに水、ないかな……」

　ユーリィはグラハムに命じて地図を検けん索さくさせた。

「パパの怪我、だいじょうぶ？」

「うん。あとは薬が効くのを待つだけね。しばらく安静にしなきゃ、だけど」

「そっか……よかった！」

　マユカはほっとして笑え顔がおをみせたあと、すぐしゅんとなってしまった。

「心配、だよね……。でも、だいじょうぶだよ」

「うん……」

　少女たちのそんな会話を聞きながら、デリダはヴィドーの腹に包帯を巻いた。彼の背をみて、その傷の多さに驚おどろく。

「こんなになるまで」

　深い自責の念が湧わく。デストラクトにならなければ、こんなにぼろぼろになることもなかっただろう。

　戦争、そしてＤデイＺジイの暴走。

　この国は、めちゃくちゃになってしまった。

「ヴィドー」

　デリダは、少女たちに聞こえないよう小声でいう。ややためらいながらも、いましかないと口を開く。

「こんなことを、おれがいっていいのかわからないが……。マユカは安全なところに置いたほうがいいんじゃないか」

　ヴィドーが、動どう揺ようしたように目を見開くのがわかる。

「どこにいっても危険だとは思う。けど、少しはマシなところに預けて……。このまえのじいさんのところ、とか」

「あそこにいれば安全だとでも？」

　ヴィドーの口調はかたい。

「そうとはいえないが、でも」

「説教するなら降りてくれ」

　言葉を遮さえぎられ、デリダは口を閉じた。もくもくと包帯を巻く作業に戻もどる。

「すまない」

　やがて、それだけぽつりと呟つぶやく。

　ヴィドーの返事はなかった。




　　　　＊




　少女たちふたりが、外で話をしているのが聞こえてくる。

「パパ、いつも無む茶ちやばっかり」

「でもヴィドーがいなかったら、ここまで来られなかったよ。感謝してる」

「うん」

「マユカは、もっとヴィドーと遊びたいよね」

「え？　うーん。ユーリィは？　ユーリィのパパと遊んだ？」

「うん。カメラもお父さんから教えてもらったの。いっしょに撮とりにいったりして」

　マユカは、感かん嘆たんの声を漏らす。眩まぶしそうに、ユーリィをみあげていた。

「マユカはえらいなって思う。お留守番が多いから」

「うーん。でも、マユカには本があるよ。パパがお仕事にいってる間も、本を読んでたらさびしくないし。それにね……」




　　　　＊




　グラハムが警報音を鳴らす。

　外の少女ふたりが慌あわてて駆けこんでくる。

『武装機械が複数接近中。ＤデイＺジイです』

　ヴィドーとデリダは顔を見合わせた。それも一いつ瞬しゆん、すぐシートをもとの状態に戻し、発進準備を整える。

「距きよ離りを詰つめられる前に、出る」

「ヴィドー、傷は」

「問題ねえ」

　実際のところ問題しかないのだが、いまはヴィドーに無理をしてもらうしかない。デリダは気き遣づかう言葉を飲み込んで、ユーリィとともに後部座席に潜もぐり込む。

　周囲では、ＤデイＺジイの双そう眸ぼうが放つ赤い光が無数に揺ゆれていた。

「二十体、いや、それ以上いるな」

「ＤデイＺジイの墓場ってわけか」

　ヴィドーは舌打ちしてハンドルを握にぎる。

「ど、どうするの」

「突つっ切るしかねえだろ！」

　ヴィドーはアクセルを吹ふかす。

　グラハムが、黒こく煙えんをあげて急発進した。




　一気に速度をあげて、ゾンビのように群がってくるＤデイＺジイを一気に引き離はなそうとする。後方から迫せまるＤデイＺジイが銃じゆう撃げきしてくるのを、巧たくみなハンドルさばきで回かい避ひしていく。

　木々の間を縫ぬって、道なき道を駆かけ抜ぬけ、山道に出た。

　ドリフトして尻しりを振ふり、進路上のＤデイＺジイをはじき飛ばす。ほかの数体が道を塞ふさいでくる。

「囲まれてるっ」

　ユーリィが悲鳴のように叫さけぶ。

「しゃらくせえっ」

　ヴィドーはＡＩに運転を任せ、天てん井じようを開けてサブマシンガンをぶっ放す。反動で傷が痛むのか、低いうめき声をあげる。

　デリダはグラハムから武器の保管場所を聞くと、そこから小銃をとりだした。

　ヴィドーとともに天井から身を乗り出す。

「おめえっ」

「前を頼たのむ！」

　デリダはヴィドーの反対側に銃を向け、引き金を引く。火線がＤデイＺジイに吸い込まれ、一体が吹き飛んだ。

　ＤデイＺジイは宙を舞まいながら、胸から赤い人造血液を噴ふん出しゆつさせる。人造血液はたちまち凝ぎよう固こし、柱となる。破は壊かいされたＤデイＺジイは闇やみに吸い込まれ、消えていく。

「やった！」

「油断するな、まだまだいるぞ」

「わかってる！」

　グラハムが速度をあげるも、雲うん霞かのごとく群れて迫るＤデイＺジイはどこまでも途と切ぎれなかった。小銃は、すぐに弾たま切れを起こす。

「デリダ、これ」

　ユーリィがロケットランチャーを渡わたしてくる。デリダは「マユカを頼むぞ」とそれを構えた。

「調子に乗るなよデリダ。痛い目をみるぞ」

「おれは、おれにできることをしたいだけだ！」

『数、およそ二十』

「ま、まだ、そんなに」

　ユーリィが、怯おびえるマユカを抱だきしめている。

「くそうっ」

　ロケットランチャーを群れの密集地帯に放つ。数体のＤデイＺジイがまとめて吹き飛んだ。

　残るＤデイＺジイたちは高速で距離を詰めてくる。路面の状態が悪く、グラハムの速度があがらない。

　一体のＤデイＺジイが、車体のでっぱりを摑つかんだ。

「ちいっ」

　ヴィドーが、側面からよじ登ってくるそのＤデイＺジイを狙ねらい撃うつ。ＤデイＺジイは路上に転落する。

　しかしその隙すきに、ヴィドーの背後から迫っていた別のＤデイＺジイが、彼の胴どう体たいをわし摑みにした。

　悪いことに、傷口をえぐるような持ちかただ。さすがの屈くつ強きような男も、これにはくぐもった声をあげて身をよじる。

　それが、隙となった。

　ちからが抜けたのか、ヴィドーとＤデイＺジイはもつれ合うように車から転がり落ちる。

「ヴィドーっ」

「パパっ」

　グラハムのライトが、ＤデイＺジイとともに地面を転がるヴィドーの姿を映し出す。ヴィドーは靴くつに仕込んでいたナイフをとりだし、ＤデイＺジイの腹に突き立て、トドメを刺さした。脇わき腹ばらを押さえて立ち上がる。

　グラハムはヴィドーを拾うため、急きゆう旋せん回かいする。

「パパ……パパぁぁぁっ！　グラハム、あれをやろう！」

『あれを？』

「はやく！　パパを助けてっ」

　ヴィドーがＤデイＺジイに囲まれていた。一刻の猶ゆう予よもない。Ｕターンしたグラハムは、ヴィドーに向かって疾しつ走そうする。

「パパ、避よけてーっ」

　マユカの叫び声に反応して、ヴィドーは地面に転がった。

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで、数瞬前まで彼が立っていた場所をグラハムが駆け抜ける。急ブレーキ。タイヤが地面をこする音が響ひびき、派手に土つち煙けむりがあがる。

「いまよっ」

「グラハム、ぐるぐるまわってーっ」

「伏ふせてろよ、ヴィドーっ」

　合図とともに、グラハムは後輪を軸じくとして旋回した。デリダはサブマシンガンの引き金を引く。四方八方のＤデイＺジイに、次々と弾だん丸がんが吸い込まれる。赤い人造血液の花が咲さく。

　ＤデイＺジイが、面おも白しろいようにバタバタと倒たおれていった。残った数体は、ヴィドーが手にした銃で始末する。

　最後の一体が倒れ、一帯が静まり返る。

　デリダはおおきく息を吐はいた。

「お、終わった……っ」

　ヴィドーは、ふらつきながらグラハムに戻ってくる。どうやら無事なようだ。マユカがほっと安あん堵どしている。

「てめえら、乱暴に扱あつかいやがって」

「説教するなら降りてくれ」

　屋根から身を乗り出したデリダが、しれっといい放つ。

　ヴィドーはデリダをみあげ、苦笑いした。




　　　　＊




　朝日が昇のぼる。

　近くの河か川せん敷しきまで移動し、そこでようやく休きゆう憩けいをとった。

　目的の第一は、ヴィドーに身体からだを洗わせることだ。傷口を消毒したとはいえ、怪け我が人の衛生状態を管理することはとても重要なのだとユーリィが強く主張した。

　ヴィドーが川に入って水浴びしている間に、デリダはその上流で顔を洗う。冷たい水が頰ほおに沁しみわたり、生き返るような気分だった。

「はい、これ」

　とユーリィがタオルを渡してくれる。

　ありがたく受けとり、顔を拭ふく。

「おまえのおかげで、無事だった」

　と川からあがったヴィドーがマユカの頭を撫なでる。

「だが、二度とこんな真似まねはするな。いいな」

「ええーっ」

　口では抗こう議ぎするマユカだが、その顔は笑っていた。

「あ、そうだ。さっき、パパにみせようと思って」

　マユカは戦せん闘とうのときからかぶっていたヘルメットを脱ぬぎ、なかに閉じ込めていたとおぼしき蛍ほたるをヴィドーにみせた。

　ヴィドーは驚おどろき、切なそうに目を細める。

「綺き麗れい、でしょ」

「ああ……そうだな。だけど、放してやろう」

　マユカは、ちょっと不満そうにヴィドーをみつめる。ヴィドーはいかつい顔を歪ゆがめて、笑ってみせた。

「ずっと、おまえといるわけにはいかないだろう」

　マユカは、はっとして立ち尽つくす。

「そう、だね。ちょうど、川だし」

　少女はおとなしくうなずくと、蛍を草の上に乗せた。

「ばいばい」

　蛍が全身で輝かがやきを放ち、飛び立つ。ヴィドーはマユカの頭をくしゃくしゃになるまで撫でた。

「少し休んだら、また出発だ」

　元気よく、そういうと、いきなりマユカを肩かた車ぐるまする。

「わっ」

「い……つっ」

　だが、すぐに動きをとめ、顔をしかめる。傷が痛んだのだろう。

「無理をするから」

　デリダが呟つぶやき、ヴィドーに睨にらまれた。ユーリィが笑う。

「わはっ、パパ、だいじょうぶ？」

「はっ、このくらい、軽いもんだ」

「来年はね。重くなるよ」

　マユカは肩車されたまま、笑え顔がおでそういう。

「そのまた来年は、もっと重くなるよ。だけど、してくれるよね、肩車」

「ああ」

　ヴィドーは笑ってみせた。

　快活に。

　娘むすめの心配をすべて吹ふき飛ばしてしまうように。




　ユーリィが、親おや娘こがじゃれあう写真をぱしゃりと撮とった。

「あのふたり、いい親娘だよね」

「ああ」

　朝日で川の水がきらきらと輝き、親娘の笑顔を引き立たせた。

　デリダとユーリィは、並んでその光景を眺ながめる。

　平和だ、とデリダは思った。

[image: ]

　こんな日々こそ、ヴィドーが本当に望んでいたものではなかったのかと思う。

　いま少しだけは、この光景が続きますように。

　そう、強く願う。




　と……上空で、轟ごう音おんが響いた。

　航空機の編隊が、東の空へ向かっていく。

　軍の爆ばく撃げき機だ。デリダは気づいた。ニュースでみたかたちと同じだと。

「あれは」

「もしかして！」

　ユーリィが顔を青ざめさせる。




　　　　＊




　その日、都市の近くにて。

　グラハムのモニタで、ニュースをみた。

　都市の遠景の撮さつ影えいだった。

　隣りん国ごくの街が、火の海となっている。ニュースキャスターが、早口で事態の悪化を伝えている。

　まもなく報復攻こう撃げきが行われる可能性があること。

　ニュースを聞いているものたちは、いますぐシェルターに避ひ難なんすること。

　冷静に、落ち着いて行動するようにという言葉。しかし、キャスター自身が早口で、焦あせりが顔に出てしまっている。

　これでは逆効果だ、と内心で思う。

　パニックが発生するかもしれない。

　そうは思うものの、口には出さない。横で同じものをみているユーリィが、両手を口に当てて、泣きそうな顔になっているから。

　ヴィドーもまた、同じ映像をみて無言だった。険しい顔をしているのだろうな、と思う。マユカも押し黙だまってしまっている。

（そんな。ダメだ、こんなの……。もういちどタイムライドして、過去をやりなおせば……）

　そうも考えた。

　脳のう裏りをよぎるのが、あのタイムライドの空間に現れる少女の言葉だ。

　タイムライドは万ばん能のうではない、と彼女はいった。

（ひとつの事象に対する過去の改変は、いちどだけ、か）

　低く、うめく。

「タイムライドするたびに、過去を変えられる可能性は限られていく」

　いま、この状じよう況きようで介かい入にゆうできる場所はあるのだろうか。

　介入できたとして、いまより状況が悪化する可能性すらある。

　いや、そもそも……。

　デリダは、ふと気づく。

「待て、おれの記き憶おくは……？」

　デリダの視線は宙を泳ぐ。

「この記憶はたしかなものなのか？　タイムライドの影えい響きようで、記憶の欠損が起こっているとしたら」

　汗あせが頰を伝う。

「おれ自身に失っている感覚はない。だが、それは父さんとの幼いころの記憶だって、そうだった。記憶の欠損が起こっていないと、誰だれが立証できる……？」

　ガン、と頭を殴なぐられたような感覚を覚える。

　愕がく然ぜんとして、デリダはニュースの映像を眺め続けた。

　ずっと。

　ずっと……。




　どこからか、時計の針がチクタクと動く音が聞こえたような気がした。
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　イェーツは、その名を冠かんした工科大学を擁ようする城じよう塞さい都市だ。背後に険しい山を抱かかえ、残る三方を中世から続く城じよう壁へきで囲まれた堅けん牢ろうな街である。

　幅はば広ひろく学徒を受け入れることをモットーに、学問と信しん仰こうの自由を愛する人々が集まっている、はずだったのだが……。

　いまは狭せまい門に、車止めのバリケードが何重にも敷しかれている。厳げん戒かい態勢だった。それだけ、この国の事情が厳しいということだ。

　一刻もはやくマージュをみつけなければならない、とデリダは思う。

　タイムライドを繰くり返した結果、この国はこれからどうなってしまうのか。

　マージュをみつけて、どうすればいいのか。

　焦しよう燥そう感かんが募つのるばかりだった。




　危険を承知で昼も車を飛ばし、イェーツに到とう着ちやくしたのは夕方だった。長いドライブを経て、ようやくひと心地ごこちつくことができると思ったのだが……。

「止まれ！　この門は通ることができない」

　銃じゆうを手にした見張りの男が、門の上から高圧的に宣言する。

　グラハムはバリケードの前で停車していた。デリダとヴィドーは車から降りて交こう渉しようしようとしたが、この通り、けんもほろろの対応である。

「イェーツは学問の理想を追求するために、すべてのひとに開かれた街のはず」

　デリダの言葉に、見張りは「その通りだ」と告げる。

「しかし集積されている叡えい智ちを守ることもわれわれの責務。この時間の街への出入りは認められない。この決定は、軍や政府より優先される。ここを通りたければ朝を待て」

　ヴィドーが首を横に振ふった。

「簡単には入れてくれなそうだな」

「でも」

「ま、朝まで待てば入れてくれるっていうんだ」

　ヴィドーはきびすを返し車へ戻もどる。デリダは少し迷い、門とヴィドーを交こう互ごにみた。見張りがデリダに銃を向ける。

「く……っ」

　目の前に母校がある。マージュの手がかりは、きっとここにある。なのに、ここでおあずけを喰くらうとは。

　後ろ髪がみ引かれながらも、デリダは門に背を向けた。

　そのときだ。女の落ち着いた声が投げかけられる。

「待ちなさい」

　振り向けば、年とった女性が見張りのそばに立っていた。白はく髪はつで、四角い眼鏡をかけた柔にゆう和わな表情の老女だ。デリダを見下ろし、口もとに笑えみを浮うかべている。

「マレーネ先生」

　見張りの男が、敬意のこもった声で呟つぶやく。

「入れてもだいじょうぶよ。彼はデリダ・イヴェン。わたしの研究室の卒業生よ」

　マレーネと呼ばれた女性は見張りにそう告げたあと、デリダに向き直る。

「朝になるまで門を開くわけにはいかないの。車は置いてきなさい。それと、そこのあなたは……」

　誰すい何かするようにヴィドーをみる。

　いかつい顔のデストラクトは、ひょいと肩かたをすくめてみせた。

「おれは運び屋だ。デリダ、おれたちは朝まで待つ。おまえはひとりで……」

「待って、わたしもいく！」

　ユーリィが、車から飛び出してきた。




　　　　＊




「十年間、眠ねむっていたというのは本当だったのね」

　静まり返った街並みを先頭に立って歩きながら、マレーネは感かん慨がい深げにいう。デリダはユーリィとともにそれに続いていた。

「マージュから聞いたんですね」

「ええ」

「マージュはここに？」

「来たわ。でも、もうこの街にはいない」

「マージュは、いまどこに？」

　マレーネはゆっくりと首を横に振った。




　夜の帳とばりが降りる。

　イェーツ工科大学の中心部は、高台にある。もともとは高台の建物だけが大学だったものの、次し第だいに拡張され、街のあちこちに散らばり、いつしか街全体が大学に吞のみ込まれていったのだという。大学都市の誕生である。

　その教授棟とう。マレーネの研究室に、デリダは通された。

　昔とまったく変わっていないな、とデリダは思う。

　クラシカルな室内。本ほん棚だなにはいっぱいの資料と写真が並び、その隙すき間まを埋うめるようにオートマタのパーツや各種機器が雑然と並んでいる。

　デリダとユーリィは、応接テーブルを挟はさみ、マレーネと向き合って座った。マレーネは眠ねむ気け覚ましのコーヒーを用意したあと、話し始める。

「マージュと初めて話をしたのは、十年前。ネイサンの葬そう儀ぎのときだった」

「あのとき！」

　ユーリィが声をあげる。当然、彼女もその場にいたのだろう。

「ネイサンとはよく連れん絡らくをとっていたから」

　デリダにとっては初耳だった。もっとも、ネイサンがタイムライドの研究を進めていたのなら、当然ではある。

「あの日、マージュはわたしに、トラウト理論を完成させる手伝いをして欲しいといってきた」

「マージュが」

　とうてい、父の葬儀のときにする話ではない。

「でも、トラウト理論が八歳の子どもにどうにかできるわけもない。まともにとりあう気にもならなかった。……そのときは」

　ユーリィが、「そのときは」という言葉を口のなかで転がす。マレーネの言葉が意味するものに、いちはやく気づいたのだろう。

「ええ。マージュは半年前、ふたたび、わたしのもとへ現れた」

「マージュはなんて？」

「彼女は独学でトラウト理論をほぼ完かん璧ぺきに理解していた。そして、その理論を完成させるために、ここに残されたトラウト理論の資料をみたいといってきた。……だから、わたしは彼女に資料をみせた」

「そんな！」

　デリダはマレーネを睨にらみ、身を乗り出す。

「トラウト理論には、危険な副作用がある！」

「もちろん知っているわ。マージュだって理解していた」

「それでも、マージュを止めないと」

「トラウト理論はあなたの生み出したものだけれど、もうあなただけのものではないわ」

　マレーネは、ぴしゃりとそういい放つ。デリダは言葉に詰つまった。

　そんな彼をみて、老女は視線をそらす。

「デリダ、わたしはね。五年前、ある研究が原因でおおきな犠ぎ牲せいを出してしまったの」

「ある研究？」

「オートマタ、ＤデイＺジイのなかに人格モデルを形成させる研究よ」

「ＤデイＺジイに人格を？」

　ユーリィが驚おどろきの声をあげた。

　ＤデイＺジイには高度なＡＩが搭とう載さいされている。

　だがそれは、あくまでも目的遂すい行こうのために用意された量子コンピュータだ。人間の脳神経回路を模したニューロコンピュータとは根本的な構造が異なっている。

　無論、さまざまなアプローチで擬ぎ似じニューロコンピュータをつくりだし、より「人間らしい」ＡＩを求める研究は存在する。

　デリダの記き憶おくがたしかなら、目の前の女性も……。

「ええ、もともとは、わたしの研究テーマのひとつだった。人格モデルの形成に成功すれば、オートマタの可能性をおおきく広げることができる。でも、軍用ＤデイＺジイの暴走以降、その研究は危険視され……。わたしは自分の立場を守るために、研究から手を引いた」

　マレーネはテーブルの端たん末まつを操作して、スクリーンに映像を出す。

「その後、研究は別の組織に引き継つがれた。これは、その実験の記録よ」




　　　　＊




　とある実験施し設せつの映像だった。

　部屋のなかにはオートマタが座っている。顔は人工皮ひ膚ふで覆おおわれているが、それ以外の部分は金属が剝むき出しになっていた。

　扉とびらが開き、ひとりの女性が入ってくる。

「３月７日。実行者アンゼリカ。実験十七日目」

『いまのあなたの気持ちは？』

　オートマタが、しゃべった。

　声は不ふ明めい瞭りようで聞きとりにくい部分もあるが、たしかに言葉を発していた。無論、ＡＩならばどうということはないのだが、こうして人間そっくりの存在が言葉を発していると感慨深いものがあるなとデリダは思う。

「わたしの研究を引き継いだ者たちは、結果を急ぎ、危険を顧かえりみなかった。実験は順調に進んでいるようにみえた」

　映像を流しながら、マレーネがいう。

「オートマタは人格とも呼べるような思考の偏かたよりをみせていた。しかし、変化はアンゼリカのなかでも起こっていた」

　別の日の映像に切り替かわる。

　かたいものをなんども殴なぐるような物ぶつ騒そうな物音が、スピーカーから流れ出した。

　低い位置で、ふたりがもみ合っていた。

　いや、ひとりと一体、だ。

　さきほどの女性が、オートマタを組み伏ふせているようだった。具体的なことは、カメラの外なのでわからない。鈍にぶい音が連続して響ひびく。

　血のような液体が飛び散る。たぶんあれは、オートマタの人造血液だ。ユーリィが、ひっ、と押し殺した声をあげる。

　女性がカメラのほうを向く。

　その顔は、意外にもデリダたちの知る人物だった。

　白い死神のドナ。

　間ま違ちがいなく、デリダたちをなんども襲おそってきた、あの人物だった。

　ユーリィが息を吞む。

「誰だれにも奪うばわせない」

　女はカメラに向かってそう告げると、部屋を出ていく。

「このあと、アンゼリカは施設に火を放った」

　マレーネがいう。

　映像が消える。

「焼け跡あとからは複数の遺体が出てきた。けれど、アンゼリカとオートマタＤＺＮＡ─２０５８は姿を消していた。わたしが放ほう棄きしてしまった研究が生み出した結果よ」
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　マレーネの解説を聞き終わったデリダとユーリィは、顔を見合わせる。

「ねえ、デリダ。いまのって」

「間違いない。ドナだ」

　その言葉に、マレーネは「ドナ？」と小首をかしげた。

　デリダは、彼を追う暗殺者について簡単に説明したあと、頭を抱かかえる。

「ドナがＤデイＺジイ開発の被ひ害がい者しや……？　だからおれの命を狙ねらって……。ははは、なんて因果だ」

「デリダ」

「トラウト理論もＤデイＺジイも、おれが関かかわる研究は犠牲しか生んでいない。おれのような人間が夢を追いかけるべきじゃなかった」

「いいえ」

　だがマレーネは、苦く悩のうするデリダの言葉を強く否定する。

「夢を抱いだき科学者としてそれを実現しようとすることは、けっして間違いじゃないわ。……わたしは、後こう悔かいしている。あのとき自分を守るために研究を捨てていなければ、アンゼリカの犠牲は防げたかもしれないもの」

　マレーネが語った。

「生み出した技術は、思いもよらない結果を生む。いいことも、悪いことも。だから、わたしやあなたに過あやまちがあるとしたら、それは自分の研究から目を背そむけてしまったこと」

　デリダは、はっとなった。

「おれが、トラウト理論から目を背けたから、マージュは……」

「わたしが生み出したＤデイＺジイの研究は、おおきな犠牲を生んでしまった。でもいまは、ＤデイＺジイ研究の過程で得た技術で、この街を守ることができている。科学はわたしたちから奪うこともあるけど、予期せぬものを与あたえてくれることもある。……あなたは、まだ間に合う」

　デリダは顔をあげた。

　マレーネは小型の装置をとりだし、デリダにみせた。

「ＤデイＺジイのセンサーを妨ぼう害がいして遭そう遇ぐうを回かい避ひする、一種のジャミング装置よ。イェーツはこの技術で守られている」

「それは、カシエルの」

　思いもよらぬところで思いもよらぬものをみて、デリダは目を瞠みはる。

「マージュが、これを残していってくれた。本当に、技術は思いもよらない結果を生むものね。デリダ、自分が信じるものから目を背けないで」

　デリダは押し黙だまった。

　じっと、己おのれの手をみつめる。
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　マレーネの許可を得て、デリダはマージュの閲えつ覧らん履り歴れきを調べた。

　どんな資料を漁あさったのか調べることで、彼女の思考の足そく跡せきをたどるというわけだ。




　作業部屋として与えられた電算室にて。

「ねえ、デリダ」

　資料の分別を手伝ってくれながら、ユーリィが訊たずねてくる。

「リビルド社は、どうしてわざとＤデイＺジイを暴走させたりしたのかな」

「戦争をコントロールしようとしたんだ。十年前、オートマタの技術の蓄ちく積せきにおいて、リビルド社は突とつ出しゆつしていた。きっと、いまでもそうなんだろう。自分たちですべてを管理できると、傲ごう慢まんにもそう決めつけた」

「みんなが不幸になるのに？」

「自分の懐ふところは温まる」

　より多くの富を自分たちのもとへかき集めること。

　それこそがコミュニティにとっての正義なのだと、会社組織のなかでそう声こわ高だかに宣言する者はどこにでも、一定数、存在する。リビルド社でもそういう声があがっていたことをデリダは知っていた。

　その声に抗こうしきれなかったのだろう。

　デリダの父、ジャキスひとりの反対ではどうしようもなくなってしまったのだ。

　いや、十年前のあの時点ではまだ、ジャキスの抵てい抗こうが邪じや魔まになる程度には、彼の存在感が残っていた。

　だからこそ、彼は殺された。

　デリダとネイサンも同じだ。あの時点で、組織の決定を覆くつがえすだけの能力があるとみなされたからこそ、強ごう引いんな手で排はい除じよされた。

　いまのデリダに勝機があるとしたら、そこだ。どの時点にタイムライドして、どういう変化を促うながせばいいかを、ずっと考えている。

「アンドレイってひと」

　不意に、ユーリィがその名を告げた。デリダはぴくっと、肩かたを震ふるえさせる。

「マージュのお父さんを殺したのも、そのひと、なんだよね。デリダは……そのひとが、憎にくい？」

「あたりまえだ。でも、もういい」

「いい、って？」

「復ふく讐しゆうはしない。アンドレイにこだわることもしない。それじゃきっと、おれが本当にやるべきことがみえなくなる。おれたちの目を曇くもらせてしまう」

　なんども悩なやんで、悩みぬいて、そのすえに出した結論だ。

「リビルド社にも、復讐しないの？」

「意味がないからな」

　デリダは肩をすくめた。

　ヴィドーが相手だと抵抗があるような言葉も、この少女が相手なら、素す直なおに紡つむぐことができるような気がする。

「優先順位の問題だよ。おれにとっては、マージュを助けることのほうがずっと大切だ」

「……そう」

　それはユーリィにとって、好ましい言葉のはずだった。

　だのに、少女は元気がなくなってしまう。

　なぜか、考え込んでしまった。

「どうした、ユーリィ」

「うん、そうだよね。マージュを助けるほうが、ずっと大切だ」

　やがて、少女は自分を納なつ得とくさせるように、そううなずいた。

「へんなこと訊きいて、ごめん」

「いや、いいさ。おれも、気が紛まぎれた」

　思い出すのは、ドナのことだ。

　彼女がぶつけてくる憎ぞう悪おの源泉を、デリダは知ってしまった。ユーリィがこんなことを訊いてきたのも、彼女が同じような葛かつ藤とうを抱えているからなのだろう。

　この十年で、この国の人々の人生は狂くるってしまった。

　その原因をどこかに求め、糾きゆう弾だんするのは簡単だ。

　だがそれでは、根本的な解決にはならない。デリダには、もっと先をみることが求められている。

　なぜなら、彼の手にはそれができる武器が与えられているのだから。

　そう、タイムライドという武器が。




　だが、と思うのだ。

　もしも、なんの希望もなければ……。

　ただ狂ってしまう前の過去にすがるしかなければ、自分ははたして、どうしていただろう、と。ドナの、いやアンゼリカについての話を聞いて、そんな益やく体たいもないことを考えてしまった。

（おれだって、ドナのようになってしまう可能性があった。いや、これからいつだって、誰だって、そうなるかもしれないんだ）

　ドナと自分は合わせ鏡のような存在なのだな、とデリダは思う。

　資料をひとつひとつ、丁てい寧ねいに眺ながめながら、考える。

（でも、誰が悪い、なにが悪だなんて考えていたら、いつまで経たっても……）




　夜が更ふけるころ、ひとつのファイルがデリダの目にとまる。

「これは……おれがつくった実験計画。エッフェルズバーグ電波望遠鏡？」

　十八年前の日付のそれを、なぜマージュが調べたのか。

　ふと、カシエルの言葉を思い出す。

「静かな場所。そうか、エッフェルズバーグ電波望遠鏡だ！　トラウト理論の実験の候補地だった。あそこには、電波ノイズを遮しや断だんした部屋がある！」

　おおきな声を出してしまったため、近くの椅い子すでうたた寝ねしていたユーリィがびっくりして飛び起きる。

　目的地は決まった。

　確信がある。デリダはそこで、マージュと再会できるだろう。
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　早朝、カシエルからイェーツのマレーネに向けた連れん絡らくがあった。衛星通信を使って、デリダを呼び出したのである。

『暗号化された衛星通信は高価でね。手短に話そう』

　カシエルは、互たがいの無事を祝う間もなく切り出した。

『リビルド社が襲しゆう撃げきを受けた。襲撃者はドナだ』

　意味がわからない。ドナは、リビルド社の依い頼らいでデリダの命を狙っているのではなかったのか。その彼女が、どうしてリビルド社を攻こう撃げきする必要があるのか。

『アンドレイも殺されたよ』

「そうか。……アンドレイが」

　彼の死を悼いたむ気にはなれなかった。どこかほっとしている自分がいる。

　未練だな、と思う。自分のなかに、まだ彼への復讐の意欲が、少しでもあったということなのだから。

　復讐の炎ほのおは、燃やす先を失った。

　時がくれば、いずれ鎮ちん火かするのだろうか。

　忘れる必要はないのだろう。ユーリィにはああいったが、動機はどうであれ、デリダがこの世界を変革したいという気持ちを持ち続けるのは大切なことなのだから。

　それにしても……。

「ドナは、なぜそんなことを」

『さてね。契けい約やくの際にいざこざがあったのかもしれん。あるいは、ただ単にアンドレイが彼女の逆げき鱗りんに触ふれたか』

　それもありそうなことだ、とデリダは思った。アンドレイという男は、ひとの気持ちを逆なでする天才だ。

『ドナはリビルド社で虐ぎやく殺さつを行ったあと、消息を絶ったそうだ。まだきみをつけ狙ねらっているかどうかは、わからんが……』

「諦あきらめてはいないだろうな。なにせおれは、あいつの仇かたきだそうだから」

　デリダは、マレーネにみせてもらった映像の一件を伝えた。

　カシエルは黙ってその話を聞いたあと、ただひとこと「そうか」と言葉を漏もらす。

「きみも気をつけてくれ、カシエル。義ぎ肢しをつくったきみも、また狙われるかもしれない」

『なんどでも返り討うちにしてやるさ。デリダ、きみのほうこそ気をつけてくれ。わたしがマージュに預けた装置は……』

「マレーネ先生から、受けとったよ」

　カシエルがつくった、対ＤデイＺジイ用のジャミング装置。

　この街を守るために必要な貴重品だが、一個融ゆう通ずうするくらいならいいだろう、とマレーネは快く提供してくれたのである。

　そもそも、これを持ってきたのもマージュなのであるから、と。

『マージュの居場所はわかったのかね』

「ああ」

　デリダは自信をもってうなずく。

「『静かな場所』。マージュがどこにいったか、見当はついた。あと少しだ」

　カシエルは、そうか、とつぶやいた。

『頼たのんだぞ、デリダ。十年前にはできなかったことを、いまのきみならば……』

　わかっている、とデリダはうなずく。

「こんどこそ、なんとかしてみせるさ」
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　マレーネとの別れも慌あわただしく、デリダとユーリィは街の外に待機していたグラハムのもとへ戻もどった。

　カシエルの情報と『静かな場所』の位置を伝える。すぐ出発するべきだと提案し、ヴィドーは即そつ決けつでうなずいた。

　四人を乗せて、車は西に走り出す。

　目的地は、もちろん、エッフェルズバーグ電波望遠鏡である。

「マージュのいっていた『静かな場所』はそこだ。彼女はそこで、おれたちの研究を引き継ついでいるんだと思う」

「トラウト理論……タイムライド」

　ユーリィが呟つぶやく。

「でも、なんのために」

「戦争が起こる前の世界に戻すために」

　デリダはいまや、そのことに確信を持っていた。

　マージュの足そく跡せきをたどっているうちに、なんどもタイムライドをするうちに、次し第だいに浮うかびあがってきた考えである。

　ただＤデイＺジイの不具合にパッチを当てるだけでは、ただリビルド社の不正を正すだけでは、父やネイサンを救うだけでは、誰だれも幸せになれない。

　この時代を旅するうち、そう思うようになってきた。

　すでにあの時点で、火種はばらまかれていたのだから。

　十年前、戦争は、いまにも始まろうとしていた。いまに至る終わりの萌ほう芽がは、ただデリダたちが気づかないだけで無数に存在していたのである。

　それを無視してタイムライドしたところで、もとの木もく阿あ弥みだろう。

　ネイサンならすぐにそれに気づいたに違ちがいない。デリダは思う。彼は自分よりずっと冷静で、ずっと理性的な人間だった。

　マージュ・ビルシュタインは、そのネイサンの娘むすめなのだ。

　マージュの賢かしこさは、デリダが誰よりもよく知っていた。その頑がん固こさにも、もうちょっと気づいてやれたらよかったのだが……。

　いまそこまで考えても仕方がない。

　重要なことは、このまま手をこまねいていれば両国の間でミサイルが飛び交かい、爆ばく弾だんが無数に投下され、すべての街が火の海に包まれるということだ。

　すでに両国の歯止めはなくなろうとしていた。

　人々の理性は限界まで擦すり切れてしまった。

　なにもかもが、終わろうとしている。

　イェーツで最新のニュースを集めて、デリダはそのことを確信している。カシエルから送られてきたデータもそれを裏づけた。その判断は、ユーリィも、ヴィドーも同じようだった。

　だが、デリダの言葉にユーリィはひどく驚おどろいたようだ。

「マージュにできるの？　かなり危険なんでしょ」

「ああ。だが、マージュにはさせない。本来なら、おれがやるべきことだった」

「もしかして、デリダ。……デリダが、やろうとしている？」

　デリダは、ゆっくりとうなずいてみせた。

　ユーリィはなにかいいかけて、言葉に詰つまったように下を向く。

「おおきな改変は不可能じゃなかったのか」

　かわりに声をかけてきたのは、運転席のヴィドーだった。

「それは、いつどのタイミングで過去に跳とぶのか、制せい御ぎよ不能なタイムライドしかできない場合の話だ。そうでなくなったのなら、話は変わる」

「じゃ、じゃあ。わたしたちはどうなるの。その装置で時間を移動したら」

「世界の変化に伴ともなって、変わってしまうだろうな。理論上は」

　ユーリィは、愕がく然ぜんとした顔になる。よほどのショックだったのだろう。

　ヴィドーがハンドルを握にぎりながら、ちらりと助手席のマユカをみた。

「おまえの選せん択たくで、いまのおれたちが変わるなんてな。そんな脆もろい世界に、おれたちはいるのか」

「おれだけの選択じゃないけど。世界っていうのは、ひとりひとりのちいさな選択が積み重なって成り立っている」

「たしかに」

　マユカが絵本をぎゅっと抱だきしめる。

「マユカ、世界が変わっても、みんなのこと覚えていたいなあ」

　少女の無む垢くで純じゆん粋すいな気持ちの吐と露ろに、デリダは言葉に詰まってしまった。

　ユーリィが、意を決したようにデリダへ向き直る。

「どうしても書き換かえなきゃいけないの。ほかに方法はないの？」

「いまのおれたちにできるのは、これしかない」

　デリダだって、もっといいアイデアがあれば教えて欲しい。

　いろいろなことを考えてみた。さまざまな思考実験を行った。だが、これ以上の案は浮かばなかった。

　と、グラハムがピピピ、と電子音を鳴らす。モニタが自動的に起動する。

『緊きん急きゆう放送を受信しました』

　画面に、いかめしい面つら構がまえをした背広の男性が映った。デリダは、その背後に立てられた旗が隣りん国ごくのものだと気づく。

　男はスピーチをしていた。字幕で、その身分が隣国の政府幹部であるとわかる。演説は途と中ちゆうからで、内容がよく聞きとれないが……。

『隣国より降こう伏ふく勧かん告こくが出されました』

　グラハムが内容を説明してくれる。

『従わなければ、しかるべき措そ置ちをとる、と。この場合のしかるべき措置とは、都市殲せん滅めつを伴う大規模破は壊かい兵器の投下であると考えられます。政府は断固として対たい抗こうすると、即そく座ざに声明を発表しました』

　デリダは拳こぶしにぐっとちからをいれる。

「これって……」

　かすれた声で、ユーリィが呟く。

「破は滅めつが」

　デリダはいった。

「すぐ、そこまできている。ヴィドー、マージュのところへ急いでくれ」

「もうやっているさ」

　そういいながらも、ヴィドーはアクセルを踏ふみ込む。グラハムがいっそう、加速した。安全速度を大おお幅はばに無視し、黒こく煙えんをたなびかせてハイウェイを疾しつ走そうする。
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　エッフェルズバーグ電波望遠鏡がみえたのは、午後遅おそくだった。

　かつては豊かな森に囲まれていたのだろう、都市の郊こう外がい。

　だがいま、大地は荒あれ果て、無残な赤土を晒さらした、砂さ塵じん舞まう荒こう野やとなっている。

　かつておおきな戦せん闘とうがあったのだろう。戦車や自走砲ほうの残ざん骸がいがあちこちで無数に積み重なっていた。

　砂すな埃ぼこりが渦うず巻まき、視界を遮さえぎる。

　彼方かなたにみえる小高い丘おかの上に、巨きよ大だいな塔とうの先せん端たんが数十メートルも突つき出していた。

　丘を貫つらぬきそびえたつあの塔こそが、目的の建物だ。

『この先、多量のＤデイＺジイの反応あり』

　グラハムが告げる。

　ユーリィが息を吞のむ。デリダは前方を凝ぎよう視しした。砂埃の向こう側に、ＤデイＺジイの頭部で光る赤いランプがいくつもみえていた。

　マレーネから預かったジャミング装置をとりだす。

　カシエルがマージュに預けたもののコピーである。

　デリダたちの切り札だ。だが、これだけを頼たよりに、はたしてあれだけの数のＤデイＺジイを突とつ破ぱできるだろうか。

　ＤデイＺジイのうち一体がグラハムに気づき、こちらを向く。

　仲間に敵の存在を伝えたのだろう、次々と新しい光点が増えていく。

　グラハムにＤデイＺジイが群がってくる。

「いくぞ」

　ヴィドーは告げて、アクセルをぐいと踏み込む。グラハムはエンジンを派手に吹ふかして、勢いよく飛び出した。

　デリダは同時に、ジャミング装置を起動する。

　とたん、ＤデイＺジイたちが一いつ斉せいに動きをとめた。

　まるで苦しんでいるかのように、もがき、のたうちはじめる。オートマタは、きしむ音をたてて歩みを止めていく。

　停止したＤデイＺジイの海をかきわけ、グラハムは進む。車内は激しく揺ゆれて、デリダたちは衝しよう撃げきに耐たえた。

「く……っ、ここを、マージュはひとりで……っ」

　デリダは、次第に近づき、シルエットがはっきりしてくる電波望遠鏡をぐっと見み据すえた。きっと、彼女はあそこにいる。こんどこそ、旅の終わりだ。

　そしてデリダは、タイムライドするのだ。

　前方、離はなれたところから、ジャミングされていないＤデイＺジイが、仲間を踏み越こえ高速で迫せまってくる。

「グラハム、操縦を任せる」

　ヴィドーは天てん井じようを開けて銃じゆうを構え、上からＤデイＺジイたちを狙ねらい撃うった。こちらに迫るオートマタをバタバタとなぎ倒たおす。

「突っ切るぞ！」

　ヴィドーの叫さけび声とともに、グラハムが加速する。
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　ＤデイＺジイの密集地帯をぶじに突破することができたあと。

　路面の悪い道を走るグラハムのなか、四人は安あん堵どの息をつく。

　前方に峡きよう谷こくがみえてくる。あそこを抜ぬければ、電波望遠鏡まではもうすぐだ。デリダは車内からパラボラアンテナをみあげる。

「来たこと、あるの？」

　ユーリィが訊たずねてきた。

「いちど、学生のときに。時間跳ちよう躍やく装置を設置する候補地として選んでいたんだ。時間跳躍装置には、電磁波を遮しや断だんし、ノイズの干かん渉しようがない空間が必要だった」

「それで、ここか」

　ヴィドーがうなる。

「ねえ、デリダ。マージュも」

「きっと、いるはずだ」

　彼女なら、デリダの残した資料をみて、同じ結論にたどり着くだろう。

　デリダが学生のころは、たくさんの選せん択たく肢しがあった。

　当時すでに電波望遠鏡は廃はい墟きよ同然だったし使用料は格安だったが、もっといい候補地もいくつか見み繕つくろっていた。

　いまは戦争中で、とれる選択肢が限られている。

　ここに来る途中で目にした近くの都市は、疎そ開かいにより無人となっていた。政府の目をごまかすためにも、周囲にひとは少ないほうがいい。

　賢けん明めいな彼女なら、そのあたりも考えていたことだろう。

「みて、後ろ！」

　ユーリィがなにかに気づき、叫ぶ。みれば狭せまい道を走るため速度を落としたグラハムに、ＤデイＺジイが後方から迫ってきていた。

　と、その動きがとまる。

　ＤデイＺジイは苦しそうにもがきながら、その場に倒れ伏ふす。

「あそこの木こ陰かげ、なにか仕し掛かけてあるな」

　ヴィドーが呟つぶやく。

　車が通りすぎる一いつ瞬しゆんで、デリダはみた。自分の手にあるものと同じジャミング装置が、長ちよう寿じゆ命みようのバッテリーにくくりつけられてそこに設置されている。

「マージュが、カシエルにもらった装置でＤデイＺジイを食い止めているんだ」

　この狭い道を通らなければ、電波望遠鏡にはたどり着けない。カシエル製のこの装置が、そうあちこちにばらまかれたとは考え辛づらかった。

「じゃあ、本当にマージュはここに」

　ユーリィがその顔に喜色を浮うかべ、電波望遠鏡をみあげる。

「でも、この先にいったら、もう戻もどってこられないかもしれない」

　少女はそう、呟く。

　彼女は気づいているのだ。マージュをみつけたら、デリダがためらわず、タイムライドするだろうということに。

　実際のところ、もうあまり時間がない。

　この国も隣国も、本格的な無差別攻こう撃げきに移ろうとしていた。この国が、世界が、壊かい滅めつ的な被ひ害がいを被こうむる前にすべてをリセットする必要がある。

　マユカが、助手席から不安そうに振ふり返った。

　その瞳ひとみがなにかを訴うつたえかけているような気がしたが……。

　デリダは、彼女にかける言葉をみつけられなかった。
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　電波望遠鏡のある丘の、ふもとにたどり着く。

　ＤデイＺジイの追っ手がいないことを確かく認にんしたあと、マユカをグラハムに残し、残りの三人は車を降りた。

　巨大なパラボラアンテナをみあげる。

　二十世紀のヨーロッパでも最大の電波望遠鏡である。すでに使われなくなって久しい施し設せつだが、人類の知の集大成ともいうべきその威い容ようはいまだ健在だった。

「おそらく、マージュは地下だ。あそこがいちばん、ノイズを遮断できるからな」

「いちど建物のなかに入って、降りるの？」

「ああ。心配ない、内部の構造は頭のなかに叩たたき込んである」

　グラハムの窓が開いて、マユカが顔を出す。

「パパ！」

「なんだ」

「あ、あのね。……マユカの考えたお話、帰ってきたら、聞いてね！」

　マユカには、ほかになにかいいたかったことがあるような口振りだが……。

　デリダが、この親おや娘この間に割り込むわけにはいかない。

　ヴィドーもマユカの想おもいを少しは察しているのだろう。しかし「ああ、楽しみにしている」というだけだ。

　マユカはぎこちない笑え顔がおをみせて、グラハムの窓を閉めた。

　デリダたちは、丘を登る。

　と、上空でヘリのローター音が響ひびいた。みあげれば、大型の輸送機が近づいてくる。

　空中で輸送機のドアが開き、そこからひとりの男が身を乗り出す。

　デリダは気づいた。

　湖に浮かぶ島、ブリュッケの街で敵対した男、シュミットだ。あの政府の役人が、いったいなんの用なのか。

「諸君、そこまでだ。おとなしく降こう伏ふくすれば、手厚く迎むかえよう」

　どの口が、そんなことをいうのか。

　先日の一件もあって、その言葉にはいっさいの真実味がない。デリダは冷ややかにシュミットをみあげた。

「もうデリダに用はないでしょ！」

　ユーリィが、叩きつけるように叫ぶ。シュミットは少女を鼻で笑った。

「まだ使い道はある。わが国にとって、戦後、有利な状じよう況きようを得られるようにね。悪いようにはしない。われわれは政府の人間だ。ちゃんと扱あつかうよ」

「断る」

　デリダは即そく座ざに、そう切って捨てた。

「交渉、決けつ裂れつか」

　もとから、交渉が実を結ぶとは毛ほども思っていなかったに違ちがいない。シュミットは、輸送機の内側に合図を送った。

「Ｘを出せ」

　輸送機の後部ハッチが開き、黒い塊かたまりが次々と落ちてくる。

　黒いボディが空中で銀色に変化し、その中心にＤデイＺジイと同じ青白い輝かがやきが現れる。機体がＴ字形に変形し、空中で静止した。

「あれは」

　デリダは呆ぼう然ぜんと呟く。

　ＤデイＺジイ、ではない。

　いや、しかし……。

「きみが開発したＤデイＺジイの未来型だよ」

「次世代発展型ＤデイＺジイ！」

　新型ＤデイＺジイはドローンのように宙を舞まい、デリダたちを取り囲むように地上へ降り立つ。

　膝ひざを曲げて着地の衝撃を逃にがすと、ゆっくり立ち上がった。

　一歩、前に踏ふみ出す。

　新型ＤデイＺジイによる包ほう囲い網もうが、少しずつ縮まっていく。

　デリダはジャミング装置を構えた。

　スイッチを入れる。しかし新型は止まらなかった。デリダはＤデイＺジイの繰くり出す拳を喰らって吹ふき飛ばされ、尻しりもちをつく。

「効かない！」

　カシエルの知るセキュリティ・ホールが塞ふさがれている。

　考えてみれば、あの欠けつ陥かんはリビルド社が自らつくりだしたものだ。それを修正するのも容易であったに違いない。

　ヴィドーとユーリィが銃を構え、引き金を引く。銃じゆう弾だんが当たったＤデイＺジイはわずかに身をそらすが、それだけだった。すぐに体勢を整え、ふたたび前進してくる。

「くそっ、こんなものを開発しやがって」

「もとはおれだ、上乗せで頼たのむ！」

　さらに悪いことに、敵のＤデイＺジイが放った銃弾が旧型ＤデイＺジイたちのほうで爆ばく発はつした。動作を停止していた旧型ＤデイＺジイが、きしむ音をたてて再起動する。

「装置が壊こわれた！」

　ユーリィが叫ぶ。爆発でジャミング装置が破は壊かいされてしまったのだろう。旧型ＤデイＺジイの群れまでもが、デリダたちに迫ってくる。

「くそっ、マージュのところまであと少しなのに」

　デリダは銃を撃うち続けながら、なんとか包囲網の薄うすい部分を探した。

　と、包囲網の一角でＤデイＺジイたちが派手に吹き飛ばされる。デリダたちの前に、グラハムが勢いよくすべり込んできた。

「なんだ！」

　ヴィドーの声に応こたえるように、マユカがグラハムから飛び出してくる。

「マユカ、なんで！」

　叫さけんだユーリィをみあげ、マユカが「違うの！」と返事をした。

「グラハムが急に走り出して、降りろって」

「は？」

　ヴィドーが、わけがわからないという顔でグラハムをみる。

　グラハムは窓をあけて、内部カメラをヴィドーのほうへ向けた。モニタに映る赤い点がちかちかと点てん滅めつする。

『マスター、ここはお任せを。いちどきりですが、全機能を解放しました』

　ヴィドーが絶句する。

　そんなものが存在するとは思いもしなかったのだろう。デリダだって同じだ。ＡＩであるグラハムにそこまでの自律性があるなんて、想像もしていなかった。

　たしかにグラハムがそうとうに高度なＡＩであることは察していたが……。

『デリダ、書き換かえられた未来にわたしは存在しないかもしれない。しかし、わたしは最善の道を選せん択たくします』

「え？」

　デリダが返事をするまえに、グラハムはエンジンを吹かしはじめる。

「なにをする気だ！」

『マスター、マユカ。よい旅でした。たくさんの物語を、感謝します』

「グラハム……っ」

「おい、待て！」

　ふたりの制止の声を振り切るように、グラハムは走り出す。

　旧型、新型両方のＤデイＺジイを吹き飛ばし、轢れき殺さつしていきながらスピードを増す。

　ウィングを展開し、そして。

　グラハムは、宙を舞った。

　デリダたちが絶句するなか、グラハムは後部からジェットを吹かし、空中でさらに加速する。

　機体が、まっすぐシュミットの輸送機のハッチに吸い込まれる。

　小規模な爆発が起こった。

　輸送機が、ぐらりと姿勢を崩くずす。

　黒こく煙えんをあげて、ふらつきながら、丘おかの向こう側に墜おちていく。




「グラハム……」

　マユカは胸むなもとで絵本をぎゅっと抱だき、グラハムの自爆によって墜つい落らくする輸送機を呆然とみあげている。

　デリダたちはそんな彼女を守りながらＤデイＺジイとの戦いを続けた。

　ヴィドーは、ひとつ舌打ちをする。

「デリダ！　あとは任せて先にいけ！」

　そういって、マユカの背中を押した。

「こいつは頼む」

「えっ」

　デリダは、よろめくマユカを慌あわてて抱き留めた。

　ヴィドーと視線を交える。デストラクトは覚かく悟ごを決めた顔でうなずいた。これ以上、言葉は必要なかった。

「わかった」

「やだよ！　パパ！　パパもこないと！」

　ヴィドーはマユカに背を向けた。

「あとでいく」

「絶対、だよ」

　デリダとユーリィは顔を見合わせ、互たがいにひとつうなずいたあと、マユカの手を引いて走り出す。

　ちらりと輸送機が墜ちたあたりをみれば、不時着した輸送機からシュミットがふらふらと出てくるところだった。

　ヴィドーは手近な固定砲ほう台だいのもとへ駆かけ寄り、それを起動させるべくなにやら操作している。

　砲台の起動音が響いてきた。

　どうやら、彼はまだ戦えそうだ。そこまで確かく認にんして、デリダは前を向いた。

　巨きよ大だいな塔とうをみあげる。

　電波望遠鏡は、もうすぐそこだ。
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　塔のようにそびえたつ、電波望遠鏡。

　あいにくと、その内部への扉とびらはかたく閉とざされていた。

　駆け寄ったデリダは両手でドアノブをまわすも、びくともしない。横をみれば、壁かべに沿って塔の外周を登る細いスロープがあった。

「この上に、非常用の出入り口があるはずだ」

　そこなら、入れるかもしれない。

「いくしかない」

　迷っている時間はなかった。デリダは決意をかためて、壁沿いのスロープへ進む。塔に沿って鉄製の錆さびた手すりがついているものの……。

　一歩、足を踏み外せば、百メートルは下の地面へまっさかさまだ。確実に命はない。

　デリダのすぐ後ろにマユカ、最さい後こう尾びに、マユカを支えるためユーリィがつく。

　強い風に煽あおられ、マユカが押し殺した悲鳴をあげた。

「マユカ、絶対に手すりを離はなさないで」

「う、うん」

　デリダは時折、後ろのふたりを振ふり返りつつ、細いスロープを慎しん重ちように歩く。

　ヘリのローター音が響ひびいてきた。

　みれば、二台のキャノピーが丘の下から上じよう昇しようしてくる。不時着した輸送機に積まれていたもののようだ。

　コクピットにみえるのは、ブリュッケの街でシュミットのそばにいた男たちだった。

「フントとカッツェって呼ばれてた」

　あのとき囚とらわれていた、ユーリィが囁ささやく。

「シュミットの腹心」

　ふたりの男たちが、口々に投降を呼びかけてくる。デリダは首を振り、マユカとユーリィに「走るぞ」と声をかけた。

　三人は、キャノピーを無視して、スロープを駆け上がる。

　キャノピーにとりつけられた銃口が火を噴ふいた。

　すぐそばの壁に銃弾がめりこむ。ユーリィたちは悲鳴をあげながらも、足を止めない。

　と、マユカの足もとで道が破壊される。

　デリダは素す早ばやく彼女の手を引き、その身を持ち上げた。

　行く先の道が消えてしまい、ユーリィがひとり、立ち往生する。思わず下の地面を覗のぞきこんでしまったのか、少女は立ちすくんだ。

「ユーリィ！」

「いって、デリダ。マージュが待ってる」

「なにをいってるんだ。それくらい、いつものユーリィなら跳とべるだろ！」

　ユーリィが、息を吞のんで壊れたスロープをみつめる。そばの壁へき面めんに、キャノピーの放った銃弾が突つき刺ささった。どうやら向こうは容よう赦しやしてくれないようだ。

　ぐずぐずしている暇ひまはない。

　デリダは手を伸のばした。

「来い！　受け止める！」

「もう……ほんとに、わかってない……っ」

　ユーリィはぶつぶつと呟つぶやくと、顔をあげた。
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　きっ、とデリダを睨にらむ。

「いくわよっ」

　少女が、跳ちよう躍やくする。

　ほぼ同時に、その足もとへキャノピーの銃じゆう弾だんが突き刺さる。あと一いつ瞬しゆんでもためらっていたら、蜂はちの巣となっていただろう。

　デリダは飛び込んできたユーリィを両りよう腕うでで抱き留め、そのままもつれるように倒たおれ込んだ。

「だいじょうぶか」

「う、うん。いこう、デリダ」

　立ち上がり、マユカとともに走り出す。

　スロープの終わりは足場が広くなっていて、その奥に扉があった。

　ところが、その扉の前に立ちふさがる大男がいる。銃を構え、デリダたちに狙ねらいをつけていた。

「フント！」

　男をみて、ユーリィが叫さけぶ。いつの間にキャノピーから降りて、ここに待機していたのか。

「デリダ・イヴェン、おとなしくわれわれのもとへ来い」

　背後に迫せまるキャノピーから、もうひとりの男が声をかけてくる。ではこちらが、カッツェか。

「くそ……っ」

　少女ふたりをかばいながら、デリダはうめく。

　さきほどまでの攻こう撃げきから、彼らの目的がデリダの捕ほ獲かくにあること、そして少女たちの命にはまったく頓とん着ちやくしていないことが明らかだった。

　彼らが求めているのはＤデイＺジイのパッチファイルで、それ以外は本当にどうでもいいのだろう。

　デリダが投降したとしても、用済みとなれば始末されるのは明らかだった。

「もう少し、なのに」

　八方ふさがりだ。

　前の男が、一歩、前進してくる。ホバリングしていたキャノピーが、機銃の狙いをつける。

　デリダは絶望に眩暈めまいを覚えた。

　だが次の瞬間。

　キャノピーが炎えん上じようして落下する。フントと呼ばれた男が、背中から血しぶきをあげて崩れ落ちる。

　ほぼ同時にそれをやってのけたのは、フントの背後に現れた女だった。

　白い死神のドナが、そこに立っていた。
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　ドナは、倒れるフントの背から血まみれのナイフを抜ぬく。

「誰だれにも、わたさない」

　焦しよう点てんの合わない目をしていた。ふらり、とその身を揺ゆらしながらも、前に出る。デリダに近づいてくる。

「あなたを殺すのは、わたし」

「ドナ……っ」

　デリダは、ドナがどんな事情で狂くるっていったのか、詳くわしいことを知るわけではない。

　マレーネによれば、彼女の本当の名前をアンゼリカという。マレーネの研究を引き継ついだ組織のもとで、ＤデイＺジイの人工知能を使って人間の人格に似たものをつくりだすという研究をしていた。

　ＤデイＺジイの擬ぎ似じ人格と対話を続けるうち、アンゼリカは狂きよう気きに冒おかされて……。アンゼリカは己おのれをドナと名乗り、研究所に火を放ち、研究員を殺して姿を消した。

　以後、彼女はデストラクトとなった。白い死神のドナとして。

　そこに至るまでにも、アンゼリカ＝ドナにとっては、きっとまっとうな理由があるのだろう。

　重要なことは、彼女もまたＤデイＺジイの犠ぎ牲せい者しやだということだ。

「ドナ。いや、アンゼリカ。実験のことは聞いた。おれに余よ裕ゆうがあれば、おまえときちんと対話したかった。おまえの心を狂わせたものは、おれの罪のひとつなんだろう。おまえがおれを執しつ拗ように恨うらむのも、無理はない」

「ならば答えろ。科学は、なぜわたしのようなものをつくった」

　マレーネは、いった。

　アンゼリカは、ＤデイＺジイとの対話のなかで、いつしか己を擬似人格であると、己こそがＤデイＺジイであると思うようになったのだと。

　ドナとは本来、アンゼリカが実験体との対話のなかで考え出した、実験体の名前であった。なのにいま、こうして彼女は、己が擬似人格であると思い込んでいる。

「それは……っ」

　言葉に詰つまるデリダに対して、ドナは「答えろ！」と間合いを詰めてくる。蹴とばされ、床ゆかに転がった。

「デリダ……っ」

　心配そうなユーリィとマユカに、離れていろと手で制止する。

　デリダはよろめきながら立ち上がり、ドナを睨んだ。

　よくよくみれば、彼女の義手は腐ふ食しよくし、身体からだは動くたびにきしむ音をたてている。全身に返り血を浴びていた。

　カシエルから告げられた情報によれば、彼女はここに来る前、リビルド社に乗り込んで虐ぎやく殺さつを行ったという。アンドレイを含ふくむ重役を殺し、そして逃とう亡ぼうしたのだと。

　完全に、狂ってしまっている。

　彼女はここに来るまで、どれほどの殺さつ戮りくを繰くり返してきたのか。

「答えろ、イヴェン。なぜ人間は、ヒトに似て、ヒトに非あらざるものを生み出す」

　ドナが目にも留まらぬスピードで踏ふみ込んできた。デリダはまったく反応できず、首ねっこを摑つかまれ、つり上げられる。

「答えろ……っ」

　ドナの拳こぶしがデリダの腹にめりこむ。

　衝しよう撃げきで酸すっぱいものが口までせりあがる。二度、三度、そのたびにデリダは苦痛の声をあげ、激しく身を悶もだえさせた。

　デリダは、かろうじてドナの腕うでを摑む。ドナはデリダが抵てい抗こうしたことに目を剝むき、その身を振ふりまわす。

　デリダの身体が、フントの死体のそばに投げ捨てられた。

「ぐ……っ」

「こんなやつらのために」

　ドナはデリダの頭を踏みつける。

　うめき声をあげるデリダを見下ろす。

「アンゼリカは、命を落としたというのか」

　ブーツのつま先で蹴けられた。

　デリダは床を転がり、扉とびらに叩たたきつけられて血を吐はいた。せき込みながら、ドナをみあげる。

「違ちがう、ドナ」

　デリダは息も絶え絶えながら、その言葉を告げる。

「きみが、アンゼリカなんだ」

「わたしの名前はドナ！　おまえたちがつくった、機械人形だ！」

「じゃあ、なぜおれを恨む！　機械に感情はない。少なくとも、きみがドナと呼んでいたオートマタに、感情はプログラムされていなかった！」

　それは、マレーネからもらった資料でも明らかだった。ＤデイＺジイをもとにした実験用の人形は、あくまでも擬似的な人格を目指したものにすぎない。

　ＡＩを研究していたからこそ、デリダは知っている。

　そこに感情を見み出いだすのは、対話した人間だけなのだ。

　はたしてドナは、おおきく目を見開く。

「わたしが、アンゼリカだと」

「きみは人間だ。本当に機械なら、そんな感情、持ちえないんだ！」

「ばかな……っ」

　頰ほおをひくつかせて、ドナは狼ろう狽ばいする。

「アンゼリカを抹まつ殺さつしただけでなく、そんな偽いつわりまで！」

「噓うそじゃない！　思い出せ、アンゼリカ！　きみは人間だ！」

「黙だまれえええええっ」

　デリダは立ち上がり、迫るドナに身構えた。

　突つき出された義手を摑み、強く引く。すでにガタがきていた義手の一部が破損する。鮮せん血けつが、噴ふき出る。

「ぐああああっ」

　ドナは悲鳴をあげて、あとずさる。

　そして、女は己の腕をみた。

　赤い血を流す、己の腕を。

　己の、生身の証あかしを。

「あ、ああ、あああああああっ」

　ドナは狼狽うろたえ、よろけた。

「違う……アンゼリカは、実験によって殺された、かわいそうな女。わたしでは、ない……っ」

　膝ひざをつく。頭を抱かかえる。

　デリダはよろめきながらも、ドナに一歩近寄り、見下ろす。

「きみをこんな風にした実験を、恥はじる。けれど、けっしてきみを傷つけるためにしたわけじゃない」

「ああ、あ、ああああ……っ」

　ドナは慟どう哭こくする。
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「答えろ、イヴェン」

　ドナは、半死半生の様子だった。

　ここまでたどり着くことができただけでも奇き蹟せきなほど、身体が弱っていたのだろう。

　リビルド社に乗り込んでアンドレイたち重役を殺戮し、暴れまわり……。

　フントとカッツェを倒たおすために、最後に残されたちからを使い果たしてしまったようだ。

　息も絶え絶えで、うつろな目をしてデリダをみあげる。

「なぜおまえたちは、ヒトに似て、ヒトに非ざるものをつくった」

　デリダには答えられなかった。

　黙って、ドナを見下ろす。目の前の女が死にかけているのがわかってしまう。その命の炎ほのおは、もうほとんど消えかけていた。

「なぜ、アンゼリカを傷つけた」

「おれたちは」

　デリダは言葉を探しながら、答える。

「未来を、世界を、良くしようとして、なにかを為なそうとした。きみの実験も、そうだ」

「だが、悲劇を呼んだ。かわいそうなアンゼリカ。科学が、機械に人格を与えようなどと思わなければ……アンゼリカのままでいられた……」

　オートマタの進歩。

　その究極形、ＤデイＺジイ。

　そこに、より便利に、よりひとの生活を助けるために、というジャキス・イヴェンの願いがこめられていたのをデリダは知っている。

　それはすべてのひとを、幸せにするはずだった。

　結果として生まれた世界は、いまこの瞬しゆん間かんも破は滅めつへと突き進んでいる。

　ドナは弱々しく嘲ちよう笑しようする。

　それは自分自身に対してなのか、デリダに対してなのか、あるいはこの世界すべてに対しての嘲あざけりなのだろうか。

「わたしにはみえる。おまえたちが永遠に、欲にまみれた人間のために新しいなにかを生み出すところが。野心、名めい誉よ、功名心、自尊心。そんなもののために、次から次へと。それがどんな風に使われ、どんな悲劇を生み出すかも考えずに」

「どんなことにも、必ず負の面はある。科学が進歩を続ける限り、悲劇はこれからも起きるだろう」

　デリダはドナに背を向けた。

　目の前には、施し設せつ内部へ続く扉がある。その先には、地下への直通エレベーターがあるはずだ。

「けど、ひとは踏み出すことをやめたらなにも成せない。進むことをやめたら、そこで道は閉とざされるんだ」

「それが、犠ぎ牲せいを生み出し続ける道だとしてもか」

「すべてを背負って、その先へ行く。それが、これからのおれの覚かく悟ごだ」

　ドナが、ふっと笑う声が聞こえる。

「おまえたちのエゴが、世界をどう導くのか……。見届けてやる」

　ドナの声が途と切ぎれる。

　デリダは振り向いた。

　女は床に崩くずれ落ちていた。ぴくりとも動かない。

　ユーリィとマユカが、そっと近づいてくる。デリダはふたりにうなずいた。もうだいじょうぶだ、と。

「すまない、アンゼリカ」

　それを別れの言葉として、もういちど扉へ向き直る。
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　扉の内側は、すぐエレベータールームだった。

　電源はきている。デリダはボタンを押してエレベーターを呼んだ。

「あと少し」

　そう、呟つぶやく。

「もう、後あと戻もどりはできない……？」

　ユーリィがデリダの顔を窺うかがった。デリダは驚おどろき、ユーリィに向き直る。

「ユーリィ？」

　マユカも、小首をかしげていた。

「マージュに会ったら……時間を、跳とんで。世界を変えるのよね」

「ああ」

「変わったら、なにもかも」

　少女はしばし、言葉に詰つまった。やがて、ひとつうなずく。

「デリダは、平気なの？」

「できることがあるなら、したい。やらなかったら絶対に後こう悔かいする。それだけだ」

　マユカが、ちいさく首しゆ肯こうする。

　だがユーリィはまだ納なつ得とくできないというように、デリダをみつめてくる。

「……う、ん」

　エレベーターがやってきた。

　扉が開く。

　デリダとユーリィはなかへ入った。

　振ふり向けば、マユカは扉の前、エレベーターの外に立ったままだった。

「あれ、マユカ」

　ユーリィが、どうしたと訊たずねる。

　マユカは、顔をあげて、にっこりと笑った。

「デリダ、ユーリィ。マユカ、パパのとこに戻るね」

「えっ」

「世界が変わっちゃうなら、その瞬間まで、マユカはパパといっしょにいたい」

　幼い少女の決意が、デリダには理解できた。

　彼女は、いちばん大切なものをとっくにみつけていたのだ。

　デリダは、ちからづよくうなずいてみせる。

「気をつけていけよ」

「うん！」

　エレベーターの扉が閉じはじめた。

「ばいばい！」

　マユカが元気よく手を振る。

「デリダ！　ユーリィ！　がんばってね！」

　最後まで笑え顔がおで、快活に。

　マユカは別れを告げた。




　扉とびらが閉じる。

　エレベーターが、ゆっくりと降りていく。

　地下へ。

　終しゆう焉えんの地へ。
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　エレベーターの扉が開いた。

　表示は、地下五階を指している。

　デリダとユーリィは、重苦しい雰ふん囲い気きのなかエレベーターを降り、通路を歩み出す。電磁波を遮しや断だんする観測室はこの通路の先にあるはずだった。

　施設内部の配置については、研究室にいたころ詳しよう細さいに設計図を読み込み、頭に叩たたき込んでいた。繊せん細さいな実験を行うためには、ちょっとした振しん動どう、ちょっとした音でも致ち命めい的てきなノイズとなることがある。デリダがこの施設を候補に入れたのは、それらのチェックをすべてクリアしたからなのだ。

　なつかしい思い出だ。候補地の洗い出しにはネイサンも協力してくれた。精密な振動計算にかけては彼に一日の長があり、ふたりでなんども徹てつ夜やして……ネイサンの妻に怒おこられたものだ。

　それから間もなくマージュが生まれた。

　けっきょく、この施設は使われることなく計画はキャンセルされ、そして……いま。

　因果は巡めぐり巡って、デリダはここにいる。




　正面に、ひときわ厚い扉があった。ふたりは扉の前で立ち止まる。

「この向こうに、マージュが」

　デリダは扉に手を伸のばす。そのとき、ユーリィが「待って」と告げた。

「デリダ。もしこの扉の向こうにマージュがいて、そしてタイムライドで世界を変えられるとしたら、そしたら」

「この世界は滅ほろびようとしている。救えるなら、もちろん救いたい」

「もしタイムライドで、戦争が起きない世界になったら」

　ユーリィは、思いつめたような顔をしていた。彼女はなにをいおうとしているのか。なにを想おもっているのか。

　不意に思い出したのは、さきほどのマユカの笑顔だ。

　彼女は、最愛の父とともにいることを選んだ。この世界が改変されるとしても、その最後の瞬間にはヴィドーとともにいたいのだと、そう訴うつたえた。

「わたしだって、そうなったほうがいいと思う。でも」

「ユーリィ？」

「わたし、知ってる。デリダがここに来るまで、どれだけ苦しんだか。苦しんで、立ち上がって……デリダが流した涙なみだをわたしは知っている。でも、世界が変わったら、わたしの記き憶おくは消えちゃうんだよ！」

「わかってる」

　デリダはうなずいた。デリダにとっても、十年後の世界で過ごした時間はかけがえのないものだ。

　ヴィドーも、ユーリィも、マユカも、そしてこの世界で出で逢あったすべての人々との思い出も、とても大切なものだ。

「わかってない！」

「わかってるさ」

「わかってない！　デリダは全然、わかってない！」

　だが、ユーリィは叫さけぶ。駄だ々だをこねる子どものように、激しく首を振った。

「わたしは忘れたくないの！　十年間、眠ねむっていたあなたと会って、いっしょに旅をして、いろんなことをくぐり抜ぬけて、ここまで来た。いまのわたしの記憶を、どんなちいさなことも、全部忘れたくないよ！」

　ユーリィは涙をいっぱいに溜ためた瞳ひとみでデリダをみあげる。

「だって、わたし、デリダが」

「え……っ」

　デリダは、悟さとる。言葉を失った。彼女の激しい想いと、その葛かつ藤とうが、いまなら理解できた。しかしそれは、彼がどう諭さとしても意味がないものだ。

　ユーリィも、しばし押し黙だまる。少女は、ちいさく首を振った。

「でもね、わかってる。この世界には、もう未来がない。わたしの記憶が失われたとしても、それと引き換かえに、みんなに未来を渡わたしたい。そうでしょ、デリダ」

「ああ」

　デリダには、どんな言葉をかけることもできない。

　彼女は賢けん明めいだった。頭では、すべてを理解しているのだ。それでもこみあげる感情がある。激情のままに、叫んでしまう。

　それが、人間だ。

　さきほどドナにかけた言葉の通りだった。すべてを理り屈くつで割りきれるなら、ヒトがヒトである意味はない。

　ユーリィは、腕うででぐいと涙をぬぐった。

「デリダなら、そういうキザなこというって思ってた。いこう、この先へ」

「ああ」

　扉はかたく閉とざされていた。

　デリダは配電盤ばんを開き、なかをいじる。こういう作業はお手のものだった。たいして時間はかからないだろう。
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　重く分厚い扉が、ゆっくりと横すべりする。

　なかに入ったデリダとユーリィは、目をおおきく見開いた。

「これは」

　デリダは眩暈めまいを覚える。周囲を見渡し、それからユーリィと顔を見合わせる。

「わたし、この部屋、知ってる」

　それは、そうだろう。

　その部屋は、ビルシュタイン家のリビングにそっくりだったのだから。

　マージュの、八歳の誕生日。

　あの日と寸分たがわぬ景色が、そこにあった。

「記憶の部屋、だ」

「え？」

　デリダはレコードプレイヤーの前に立った。

　いまとなっては骨こつ董とう品のたぐいで、メンテナンスもたいへんだと、ネイサンがぼやいていた思い出がある。

　それと、まったく同じものが目の前にあった。

　レコードに針を落とす。

　スピーカーから、誕生日パーティのときと同じ曲が流れ出す。

「マージュがカシエルに頼たのんで家具を調達していたのは、このためだったのか」

「どういうこと？」

　壁かべに貼はられたマージュの母親の写真が剝はがれかけていた。デリダは写真を丁てい寧ねいに貼りなおす。

「タイムライドは、より鮮せん明めいな記憶によって精度をあげる。時間跳ちよう躍やくの距きよ離りを伸ばすために、思い出が詰つまったこの部屋を再現したんだ」

「記憶の部屋」

　ユーリィは、はっとして左右を見渡す。

「マージュはどこ？」

　デリダとユーリィは、慌あわててマージュの姿を探した。

「どこだ、マージュ！」

　いちばん奥の、扉の前にたどり着く。実際のネイサンの家では、裏庭に通じる扉。その前に立つ。

　ここ以外は、すべて探した。

「いこう」

　うなずきあったあと、デリダがドアノブをまわす。
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　裏庭、ではなかった。

　暗い部屋の中心部、中央の天てん井じようから一筋の白い光が降りている。その光に照らされ、輝かがやいているのは、床ゆか一面に敷しき詰められた月げつ下か香こうの白い花だった。

　部屋の中央に、カプセルがある。

　そこに、ひとりの少女が、裸はだかで横たわっていた。

　十八歳のマージュが、カプセルのなかで静かに眠っていた。

「マージュ！」

　デリダとユーリィは、慌ててカプセルに駆かけ寄った。

「マージュ！　目を覚まして、マージュ！」

　ユーリィがマージュの身体からだを揺ゆするが、反応はまったくなかった。命に別状はないようだが、昏こん睡すい状態に陥おちいっている。

「これは」

　デリダはマージュのカプセルに接続されたケーブルをたどる。ケーブルの先せん端たんは壁へき面めんのパネルに繫つながっていた。

　いや、壁ではない。デリダは気づく。

　これは、巨きよ大だいな機械だ。

　暗くら闇やみのなかにいくつもパイロットランプが輝き、低くうなりをあげていた。

　デリダはこの機械を知っていた。なにせ、設計の一部を担になったのだから。

「タイムライドのハードウェアか！」

「デリダ、みて」

　ユーリィが指さすほうに振ふり返る。マージュのカプセルの横に、ビデオカメラが設置されていた。そばにはメモがある。

　マージュの親友の少女は、メモを手にとり、声に出して読んだ。

「『マージュ・ビルシュタインへ　必ずみること』……え、誰だれから？」

　てっきりマージュからの伝言だと思ったのだろう、ユーリィは肩かた透すかしを食ったような顔でメモを裏返したり、周囲をきょろきょろしたりしている。

「え、でも、おかしい。このメモの字、マージュのものだ。……なんで、どういうこと？」

　デリダはビデオのもとへ歩み寄り、再生キーを押した。

　画面に、成長したマージュの姿が映し出される。

「マージュ！」

　ユーリィが叫ぶ。デリダは食い入るように画面をみつめた。

　マージュが、落ち着いた声で語りだす。

『記録……未来の、わたしへ。これをみているわたしは、きっと混乱しているでしょうね。大切なことを忘れないように、この映像を残します』

　デリダは、愕がく然ぜんとした。

　映像のなかのマージュの言葉。その意味を、瞬しゆん時じに理解したからだ。

　背筋に悪お寒かんが走る。拳こぶしをかたく握にぎった。唇くちびるをきつく嚙かむ。

「え、どういうこと。このメモは、マージュが自分でこの映像をみるのを忘れないためのもの？」

「タイムライドは、記憶を消費する。……だから」

　ユーリィの顔色が変わる。
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『忘れないで。わたしの目的は、デリダ・イヴェンを探し、彼を過去の時間へと送ること』

　映像のなかのマージュは、そう続けた。

　不意打ちで自分の名前がでてきて、デリダは息を吞のむ。

　まさか、と思う。

『わたしには無理でも、デリダならきっと、この世界を在るべき場所へと還かえすことができる』

　それは、少女の盲もう目もく的てきな信しん頼らいだった。

　ふたたび愕然とする。彼女は、デリダを、こんな自分を信じているのだと。

「続きもあるわ」

　ユーリィが別のマージュの映像を出す。

『こうしてモニタに映った自分の顔をみて、すごく不思議に感じる。十四歳より前のことは思い出せないのに。そうか、わたしはタイムライドを完成させたんだ。だから記き憶おくがなくなっているのね』

　少女は、微笑ほほえんでいた。

　記憶を失う苦しみは、デリダが誰よりもよく知っている。

　なのにマージュは、映像のなかで、どうしてこうも笑えるのか。

『……でも、ちゃんと憶おぼえていることが、ひとつある。デリダ……。そう、わたしは、デリダを、助けなければ』

　また、映像が切り替かわる。

『いま、いったいいつ？　お父さんはどこ？』

　少し幼い口調だった。ユーリィが、両手で己おのれの肩を抱だきしめる。泣きそうな顔をしていた。

『わたし、どうしてここに？　そうだ、アンジュ！　アンジュはどこにいったの？』

　不意に出てきたその名前に、デリダは目を瞠みはった。

「アンジュだって？」

「デリダ？」

『わたしがアンジュに頼んだの。デリダを助けて、って。デリダ、きっときてくれるよね。わたし、ずっと待っているのに』

　背筋に震ふるえが走る。

　きっといま、自分の顔は真っ青なのだろうなとデリダは思った。

　アンジュ。

　十年前からなんどか現れ、デリダを助けてくれた謎なぞの存在。

　タイムライドする瞬間にみる、あの白昼夢のような少女。

　そう、彼女はいつだってデリダに命の危険を知らせてくれた。ネイサンを助けようと車に近づいたときも、森で彷徨さまよっていたときも、ユーリィたちのアパートが爆ばく破はされたときも……。

「そうか、そうだったのか」

「デリダ？」

「なんでおれは、気づかなかったんだ」

　すべてを逆算して考えれば、解答が出てくる。

　そうして提示された真相に、デリダはうめいた。

　震えが、とまらない。呼吸が苦しい。

「トラウト理論では、おおがかりなハードウェアのちからを借りてタイムライドする。それもなしに時間を跳とび越こすことができたことを、おれは超ちよう常じよう現象のようなものだと思っていた。でも、そんなはずはなかったんだ。……装置は、ここにあった！」

　デリダは目の前のおおきな機械を平手で叩たたいた。

「タイムライドは、鮮明な記憶によって引き起こされる。マージュはここに『記憶の部屋』をつくり、強く鮮明な記憶を呼び醒さまそうとしたんだろう」

「でもマージュは、十年前に跳ぶことはできなかった」

「マージュにとって十年前は遠すぎたんだ」

「だからマージュは、デリダに託たくしたのね」

「十年間、眠ねむっていた人間にとっては、昨日の記憶だ。おれなら、跳べる」

　すべてが繫がっていた。いまならわかる。なにもかも、マージュのおかげだったのだ。

「でも、こんな離はなれた場所から、どうやってデリダを」

「これだ」

　デリダは懐ふところから懐かい中ちゆう時計をとりだした。

　この時代で目覚めたとき、たしか冷れい凍とう睡すい眠みん装置の端はしに置かれていたものだ。あのときは意識も曖あい昧まいで、なんとなく手にとって、胸ポケットに収めて……それから、ずっと忘れていた。

　マージュの八歳の誕生日プレゼントとしてネイサンがこれを渡わたしたときのことを、デリダは鮮明に思い出すことができる。

　十年の時を越えても彼女とデリダを繫ぐもの。

　デリダが、目にすれば必ずや手にして、マージュのもとまで届けに来るであろう、大切なもの。

　デリダは懐中時計の蓋ふたを開け、なかの文字盤ばんもこじあけた。内部の機械をひとつひとつ、確かく認にんしていく。

「これだ！」

　歯車の裏に隠かくれていた、極小サイズのチップをみつけ、つまみだす。

「このチップが受信機になっていたんだ！　だから、最初にマージュは、おれにこれを託したんだ！」

　マージュはずっと、デリダを守ってくれていた。デリダを導いてくれていた。タイムライドができたのも、彼女のおかげだ。

「なにも気づかずに、おれは……」

　デリダは、マージュの眠るカプセルに歩み寄る。

「すまない、マージュ」

「マージュは、どうなったの」

「ユーリィは知っているだろう。おれがここに来るまで、どれだけタイムライドを繰くり返したか」

　ユーリィは、その言葉でようやく気づいたようだ。顔面蒼そう白はくになる。

「タイムライドは燃料のように記憶を消費するって」

「不思議だったんだ。なぜおれの記憶が失われないのか。記憶の消失を自分で認識できないだけなのかと思っていた。……そうじゃなかった」

　デリダのかたく握った拳は、震えていた。

「燃料のように失われていたのは、マージュの記憶だったんだ！」

　それが、真実だった。

　これまでデリダが為なしてきた行いの代だい償しよう。

　それはすべて、マージュが、この少女が、ひとりで支し払はらってきていたのだ。

「自分の記憶を犠ぎ牲せいにして、デリダを」

　ユーリィは、よろめきながら眠っているマージュのそばに寄る。

「マージュ、あなたってひとは」

「マージュ……。目を醒ましてくれ、マージュ」

　少女の眠るカプセルが縦に開いた。

　デリダは、眠り続ける少女の頰ほおに手をあてる。

　やさしく、撫なでた。

　ぴくりと、反応がある。

「マージュ！」

　デリダとユーリィが、勢いよく声をかける。そのおかげか、マージュはゆっくりとまぶたを持ち上げた。

　黒曜石の瞳ひとみが、焦しよう点てんを結ぶ。

　ユーリィの顔をみる。

　少女の唇が、ゆっくりと動く。

「だれ？」

「わたしよ、マージュ！　ユーリィよ！」

「ユーリィ？」

　舌ったらずな、声。困こん惑わくした表情。

「マージュ、おれだ！　デリダだ」

「デリダ」

　マージュは、ぱっと明るい表情になった。

「デリダ！　やっと来たのね」

「ああ、やっときみに会えた」

　マージュは、デリダと視線を合わせる。まじまじとその顔を眺ながめてくる。

「どうしたの、そんな顔をして。さ、パーティを始めましょ。そんなところに立ってないで、はやくなかに入って」

「マージュ？」

　おそろしいものをみたかのように、ユーリィが顔をこわばらせる。

「ユーリィも。ほら、雪が身体からだにかかっちゃうわ」

「これは……あの日の。あの夜の記憶」

　いまの彼女は、夢をみているのだ。気づいてしまう。その意味に。いまの彼女の記憶が、どれほど残っているのかという事実に。

　心に絶望が広がる。

　唇くちびるを、きつく嚙かむ。

　マージュが、無む邪じや気きに笑った。

　それは八歳の、幼い、あどけない少女の笑みだった。

　と、デリダの端たん末まつから声が聞こえてくる。

『聞こえるか、デリダ・イヴェン』

　シュミットだった。




　　　　＊




『最後通告だ。敵国の大規模ミサイル攻こう撃げきのカウントダウンが始まった。もうすぐ、ここを含ふくめたわが国の国土の大半が火の海になる』

　シュミットは淡たん々たんと、終末のときが来ることを告げる。

『そんな状じよう況きようでも、情報はあるところにはあるものでな。ミサイルの攻撃対象から除外されている場所の情報を、わたしは持っている。きみが投降し、データを渡すなら、そこへ連れていってやろう。仲間の命も保証する』

　この男の言葉など、これっぽっちも信用できない。

　聞く価値がない。

　重要なのは、彼がいった、もうすぐ敵国の攻撃が始まるという情報のほうだった。

　もう、本当に時間がないのだ。

『まだひとりで世界を救おうなどと考えているのか？　きみはなにものだ？　神にでもなったつもりか？　われわれ弱き人間には、逃にげるという選せん択たく肢しだってあるんだ。……はやく出てこい、デリダ・イヴェン！　そして乾かん杯ぱいしようじゃないか！　この世界の終末に！』

「デリダ」

　そのとき、マージュの唇が動く。デリダは、はっとして少女に注目を戻もどした。

「どうしてお父さんの研究を……手伝って、くれないの」

「マージュ……」

　彼女はいま、雪の降る裏庭で、デリダと会話をしているのだろうか。

　マージュの、八歳のときの記き憶おく。

　デリダにとっては、ほんの少し前の思い出だ。

　はっとする。

　デリダは理解した。

　いまこそ、やるべきことがなにか、わかってしまった。
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「あそこだ」

　デリダは呟つぶやく。ユーリィが怪け訝げんな表情になった。

「あの時間の、あの場所だ！　おれが最初にいくべきだった場所は！」

「デリダ……？」

　天てん井じようをみあげた。思い描えがくのは、あの大切な日の夜だ。

『いいだろう。三分だけ待ってやる』

　シュミットの声。デリダは端末を床ゆかに叩たたきつけた。

「そんな時間はない！」

　見当違ちがいの政府の役人のことは頭のなかから追い出し、考えをまとめる。

「いかなければ。おれは、このまま永遠にマージュを待たせることになる」

「タイムライド？」

「ああ。そこでマージュに、どうしても伝えなきゃいけないことがある」

「伝えたら、どうなるの」

「わからない。でもおれは、そこにいかなくちゃいけない。すべてがその時間、その場所を指し示している」

　デリダは、ここにいながらにして別の時間を彷徨さまよっているかのような少女をみつめた。

「おれは、ドナにいった。ひとは踏ふみ出すことをやめたらなにも成せない。進むことをやめたら、そこで道は閉とざされるって。……十年前のおれには、それがわからなかった。だから」

「でもタイムライドは、マージュの記憶を失わせるんでしょ。マージュは？　これ以上、記憶を失ったら」

「あと一回が限界だろう。おそらく、これが最後のタイムライドになる」

「だったら」

「それでも、やらなきゃいけないんだ。このままでは、ここですべてが滅ほろびてしまう。おれも、ユーリィも、マージュも、ヴィドーも、マユカも……この世界の、すべてが」

　デリダはマージュをみる。

「はじめて空を飛んだり、深い海の底を照らしたひとたちのように」

　あの日の夜、マージュがそらんじた言葉だ。

　デリダが論文に書いた言葉。大学時代の、まだ夢だけをみていたデリダの、上だけをみていたデリダの……。

　そう、祈いのりだ。

　マージュはその言葉のまま、祈りを捧ささげた。

　己おのれの身を顧かえりみず、邁まい進しんし続けた。

　結果、いまがある。

　デリダはここにいる。

　いまの彼女は過去に住んでいて、デリダとまともに話すこともできないけれど……。

　その想おもいは、もう充じゆう分ぶんに受けとった。

　次は、デリダの番だ。ユーリィに向き直る。

「マージュは、ずっと待っていたんだ。おれ自身の、本当の答えを」

　マージュの親友の少女は、つかの間ためらうように沈ちん黙もくしたあと、「わかったわ」とうなずいた。

　低い振しん動どう音とともに、タイムライドの機械がひとりでにアクティヴとなる。次々とモニタが点灯する。

　隣となりのリビングで、レコードが勝手に動き出した。振動で針が落ちたのだろうか……いや、そうなるようマージュがセットしていたのか。

　ならばこれは、きっとタイムライドのために必要なことなのだ。

　ユーリィが、歌い出す。

　彼女があの夜に、マージュのために歌った歌だ。

　あの夜を強く想起させる歌声が、部屋に響ひびき渡わたる。

「ありがとう。これ以上ない道しるべになる」

　デリダは、マージュの手を握にぎる。少女のぬくもりが、伝わってきた。デリダのために戦って、ぼろぼろになって、それでもまだ彼女は生きている。

「マージュ、最後のタイムライドだ」

　白い霧きりが生まれ、デリダを中心に渦うずを巻く。

　ユーリィの歌声がとまった。

「待って、デリダ！」

　どうしたのだと振ふり向けば、ユーリィはカメラを構えていた。シャッターを切る音が響く。

　デリダは微笑ほほえんだ。

「いってくる」

　ユーリィの目から溢あふれた涙なみだが、頰ほおを濡ぬらす。

「忘れないから、デリダのこと。……忘れないから！」

　霧が濃こくなっていく。ユーリィの姿がみえなくなる。

　デリダは、ふわりと浮うき上がるような感覚を覚えた。

　タイムライドだ。




　　　　＊




　目の前に、赤い髪かみの幼い少女がいた。

　アンジュだ。

「デリダ、これが本当に最後のタイムライド。あなたはそこでなにを為なそうとするの」

「なにを為すかじゃない。なにを求めるか、なにを願うかなんだ」

　少女は微笑んだ。

「そう」

　それはきっと、肯こう定ていではないのだろう。

　彼女はただ、デリダの選せん択たくを受け入れただけだ。それがどんなものであれ、デリダの望むように、と。

「悔くいのないように」

　少女の姿が消える。

　デリダは時を遡さかのぼっていく。




　　　　＊




　２０５０年12月20日。

　冬の夜の、あの日。

　ネイサンとの口論の後、デリダは、八歳のマージュとともにビルシュタイン家の裏庭へ向かった。

　雪が降りしきる庭で、マージュは月げつ下か香こうの鉢はち植うえをビニールハウスのなかに置く。

「暖かくなったらここに植えてあげるの」

「その日がくるのが楽しみだな」

　少女は、うつむき加減で「なぜお父さんの研究を手伝ってくれないの」と呟いた。

「タイムライド。ひとが時間を越こえる超ちよう常じよう現象」

　デリダは夜空をみあげた。街明かりで星はほとんどみえない。かわりに、無数の雪の粉が踊おどっていた。

「それは不可能なんだ」

「時間を越える鍵かぎになるものはなにか。消去されない思い出、特別な時間と場所。ひとの意識はなぜ……」

「なぜ、特別と定義した、その時間へ戻りたいと熱望するのか。……マージュ、驚おどろいたな。きみは」

「あなたの論文の一節じゃない。お父さんは、デリダが提唱した理論を信じてる。わたしも」

　デリダの視線は、言葉を探して宙を彷徨う。

「マージュ、ぼくは……」




　いまだ。

　デリダは己の身体からだの主導権を奪うばい取る。

　てのひらを開いたり閉じたりして、動けることを確かく認にんした。

　よし、いける。

　デリダは顔をあげ、マージュを見み据すえる。

「おれは、きみに謝らなきゃいけない」

「え？」

「これまで、トラウト理論の完成とタイムライドの研究を勧すすめるきみと、お父さんに不誠実だったことを。……すまなかった」

[image: ]

　マージュは、ぱっと花が咲さいたような笑顔になる。

「デリダ……っ」

「それが、ひとを幸せにする科学であるなら。それが、ひとに未来をもたらすものなら。勇気と覚かく悟ごをもって、ぼくは誠実に、そこへ向かう」

「それじゃ」

「ああ、約束するよ。きみとネイサンの研究に協力する」

　そこまでいいきった、次の瞬しゆん間かんだった。

　白い霧が、突とつ風ぷうとなってデリダを包み込む。

　デリダの意識は、２０５０年の身体から引き剝はがされる。

　その寸前、記き憶おくに焼きつけた。

　マージュが、心から嬉うれしそうに笑う、その光景を。

（そうだ。これでよかったんだ）

　最後のタイムライドが終わる。




　　　　＊




　ぼんやりとした夢のように、デリダは時間の海を漂ただよう。

　いろいろな景色が、みえた。




　デリダと別れたマージュが父のもとへ向かう。

「これを、デリダが」

　そういって、ネイサンにアクセスキーを渡す少女の姿をみた。

　その日の夜、マージュは実験室に入らなかった。




　翌日の昼間、カシエルからの匿とく名めいの電話をとったネイサンは、その告発を信じた。

「わかった、信じよう。パッチファイルはここにある。いまならきみのその情報とこのファイルで、上層部の陰いん謀ぼうを止められるだろう」

　デリダが知る歴史では、このときネイサンは、会社にいなかった。

　タイムライドの実験を行って意識を失ったマージュとともに、病院にいたのである。

「誰だれだか知らないが、ありがとう。この情報を知らなければ、たいへんなことになるところだった」

　歴史が、変化している。

（世界が変わっていく。あの、たったひとことから）

　アンドレイの不正は暴あばかれ、警察がリビルド社に踏ふみ込む事態へと発展した。

　リビルド社の重役が何人も逮たい捕ほされた。

　新聞では一面記事となり、ニュースでもネットでも大おお騒さわぎとなった。




　事件は、隣りん国ごくにも飛び火した。

　ＤデイＺジイを大量に買いつけていた政府高官とリビルド社との癒ゆ着ちやくが発覚し、意図的にトラブルが起こるようプログラムされていた一万台の戦せん闘とう用ＤデイＺジイが押おう収しゆうされた。

　ドミノ倒たおしのように、別の世界が構築されていく。

　デリダの知らない、まったく新しい世界が。




　　　　＊




　マージュによく似た赤い髪の少女が、いつの間にかデリダのそばにいた。

　時間の狭はざ間まで、デリダは少女に問いかける。

「アンジュ。マージュは、きみに助けを求めたといっていた。きみはいったい」

「あなたは十年前、ネイサンとともに死んでいた。その事実を、マージュが書き換かえた」

　デリダは目を剝むいた。

　いや、前提が間ま違ちがっていたのだ。自分が特別で、タイムライドで歴史を変えたのはデリダひとりだと考えるべきではなかったのだろう。

　マージュこそが、最初に歴史を書き換えた人物だったのだ。

「わたしは、本当は存在しなかった、あなたが死ななかった世界のマージュ」

　歴史が変わったことで、消えてしまった世界。

　アンジュと名乗る少女は、つまり……。

「デリダ。トラウト理論はあなたがつくりだしたと思っている？」

「え？」

「あなたはそれを、眠ねむりから醒さましただけ。未来も過去もひとつではない。川の流れのように幾いく筋すじにもわかれて、海へと向かう。……どの川を選び、どの海へ流れ着くか。ひとは強く願うことで、それを選びとることができるわ。マージュは、あなたとネイサンが死なない未来を強く願い、かろうじてあなただけは救い出すことができた」

　デリダは胸むなもとの懐かい中ちゆう時計をとりだし、じっとみつめた。

　彼女は、己おのれが勝ちとった未来を、この絆きずなの証あかしに託たくしてデリダに預けた。

「マージュがあなたを救い、あなたが世界を救う。無限の選せん択たく肢しのなかで、それがこの戦争を回かい避ひしうるただひとつの答え。細い糸を手た繰ぐるように、マージュとあなたは、それを現実にした」

　赤毛の少女の姿が、少しずつ薄うすくなっていく。

「願いが海にたどり着いたとき、わたしはその泡あわに還かえる」

　すべてが消える直前、アンジュは笑った。

「デリダ、いまの気持ちを忘れないで。『なにを為なすかではなく、なにを願うのか』。未来は、いつでもその先にある」

　それが、彼女の最さい期ごの言葉だった。

　可能性によって存在していた少女は、その可能性が書き換わったとき、まさに泡となって消えたのである。

「マージュ」

　デリダは呟つぶやく。

　いかなければ。彼女が待っている、その場所へ。
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　時間を越こえる鍵になるものはなにか。

　消去されない思い出、特別な時間と場所。

　ひとの意識はなぜ、特別と定義した、その時間へ戻もどりたいと熱望するのか。




　暗き川底に横たわる永遠。

　ひとが願い求めるときにだけ、それは水面へと浮うかびあがり、意味とかたちを為す。

　時を越えるとは、記憶という川の流れを遡さかのぼること。

　誰かを想おもい、いまという海に流れ着いた自分を顧かえりみること……。




　かつてデリダ・イヴェンは、論文の序文にそう記した。

　トラウト理論。

　このときはまだ仮説の段階で、実証実験を行うのはもう少し先のことになる。

　その実験も、記憶を失うという深刻な問題が発生したことにより無期延期となってしまった。

　このあたりの欠けつ陥かんを補う研究については、ネイサンが少しずつ、少しずつ進めていたらしい。らしい、というのは、デリダにとってタイムライドの実験がトラウマのようなものになっていたからなのだが……。

　あの雪の日の夜、マージュに対して素す直なおな気持ちを吐と露ろできたから、だろうか。

　ネイサンの実験に協力するようになって。

　十年が経過した。




　あのとき、アンドレイをはじめとする重役が大勢、逮捕されたあと。

　身しん代だいが傾かたむいたリビルド社は、デリダの父であるジャキス・イヴェンの主導のもと再出発した。

　ジャキスも陰謀を知りつつ動かなかった者のひとりであったが、ネイサンたちが証しよう拠こをそろえて警察に駆かけこんだ際、情報提供者側として協力した、ということになったのである。

　創業者のひとりでありながら組織の一部の暴走をとめられなかった責任は、代表取とり締しまり役やくに就任して組織の膿うみを出し切るため尽じん力りよくすることで果たすべきだと、デリダやネイサンをはじめとした社員一同が強く要望したことも影えい響きようしているのだろう。

　実際のところ、現場肌はだであったジャキスにとって経営に専念するということはそれだけで充じゆう分ぶんに罰ばつであった。

　現場に戻りたい、と周囲になんどもこぼしていたという。

　もっとも、それがどれだけ本気だったかはわからない。

「おまえは、わたしを超こえたよ」

　ジャキスはあらためて、デリダにその言葉を贈おくった。

　だからもう、現場は後進に任せるのだと。




　過去改変で、多くのことが変化した。

　けれど、そのことを覚えている者はデリダ・イヴェンとマージュ・ビルシュタインだけだ。あの冒ぼう険けんの日々を、悲劇と絶望の世界を知る者は、タイムライドで直接、世界を改変した当人だけである。

　デリダは、そのことを誰にもいうつもりがなかった。

　そんな必要はなかった。デリダにとっては、この世界が戦争を回避して、死ぬはずだった人々が生きていてくれるだけでよかった。

　加えて、マージュ・ビルシュタインが笑え顔がおでいてくれる。




　あの日々に関かかわった人々の現在を調べた。

　ヴィドーは、警察をやめなかった。現在も警部として第一線で活かつ躍やくしているという。妻がもうすぐ、子どもを産むようだった。「おまえが父親になるなんてな」と同どう僚りようにからかわれる日々である。

　改変前の世界で、マユカがヴィドーの本当の娘むすめではないことは、なんとなく悟さとっていた。孤こ児じとなった彼女を育てることにしたのだろう。そこにどんな思おも惑わくが、葛かつ藤とうがあったのか、デリダには想像することしかできない。

　この世界において、ヴィドーとマユカは赤の他人であろう。

　そのマユカについては、手がかりがまったくなかったものの……。

　いちどだけ、街で偶ぐう然ぜん、すれちがったことがある。

　絵本を抱かかえ、両親とおぼしき男女とともに、幸せそうな笑顔で歩いていた。

　変化する前の歴史で、はたしてマユカはヴィドーに会えたのだろうか。

　それを知る術すべは、もう存在しない。

　知る必要もない、とデリダは思った。いまの彼女が幸せなら、それでいいではないかと。

　彼女についての調査は、そこで終しゆう了りようした。




　ドナ、いやアンゼリカについては、すぐ調べることができた。

　いまも研究員として働いていたのだから。

　だが研究は、ＤデイＺジイ関連のものではなかった。

　なにせ十年前の一件で、ＤデイＺジイの研究の方向性はおおきく変化していたからである。別のオートマタを用いたＡＩの研究者のひとりとして、アンゼリカはいくつもの論文にその名前を載のせていた。

　最近、何年もつきあっていた恋こい人びとと婚こん約やくしたという。




　グラハムとも出会った。

　もともと、やけに高度なＡＩだと思っていたのだが……。

　接客用オートマタとして開発された、ＤデイＺジイのライバル機。そのＡＩとして現在、各地のショッピングセンターや喫きつ茶さ店てんでその姿をみることができる。

　もっともその姿は車ではなく、ＤデイＺジイよりも人間らしさを持つ二足歩行型なのであるが……。

　この世界では、ＤデイＺジイの普ふ及きゆうが為されなかったため、グラハムの名を持つオートマタがこの国の各地で活躍中であった。

　いや、この国だけではない。その利便性、優ゆう秀しゆうなＡＩが注目を集め、世界中に輸出されているという。

　ある意味、彼こそが歴史の改変でもっとも運命が変わった人物かもしれないとデリダは思う。




　そして、マージュとユーリィは……。




　　　　＊




　その日は、快晴だった。

　月げつ下か香こうが美しく咲さき誇ほこる花屋の前で、十八歳となって美しく成長したマージュが待っている。

　デリダは彼女の手前に車をすべり込ませ、遅ち刻こくを謝罪して助手席に乗せた。

「いつものことじゃない」

　そういって、マージュは笑う。

「すまなかった、マージュ。さびしかっただろう」

「ううん、だいじょうぶ。どんなに遅おそくなっても、いつかこうやってデリダが迎むかえにきてくれるって、信じてたから」

　彼女にも、タイムライドの記き憶おくがある。

　だからなのだろう、時折、もう存在が消えたはずの想いを言葉に乗せる。

　デリダは平然を装よそおって、笑ってみせた。みればセントリスの通りは十年前よりいっそう栄え、人々の表情も活気に満ちている。

　街を覆おおう巨きよ大だいな壁かべなどない。

　戦争も、未然に防がれた。

　各国の努力によって、国際関係は少しずつ改善されていった。

　けっきょく、国々のタガが外れてしまったのは、ＤデイＺジイという無人兵器の暴力があったからなのだろうか。

　ネイサンたちが暴あばいたスキャンダルによってそれが潰つぶれたとき、人々の野望もまたしぼんでしまったのだろうか。

　政治のことは複雑すぎて、デリダにはわからなかった。

　わかっているのは、これから先の平和を維い持じするために、ひとりひとりの努力が必要であるということだ。




　だから、デリダはリビルド社を辞やめた。

　本格的に、タイムライドの研究に打ち込むためだ。

　記憶を失わない、安全なタイムライドのための研究は、少しずつ前進しているものの……目標は、まだまだ遠いところにある。

　だが、いつか。

　またデリダの大切なひとが危機に陥おちいったとき。

　そのときに後こう悔かいしないためにも、デリダは不断の決意でこの研究を進めていくと、かたく誓ちかっていた。

　幸いにして、リビルド社に残ったネイサンも休日は手伝ってくれている。

　そして、マージュも。

　なにせ彼女は、デリダたちの研究を引き継つぎいちどは完成させた、タイムライドの専門家なのだから。




　　　　＊




　街角の、ちいさなギャラリー。

　デリダは、そのそばで車をとめた。

　表には、『ユーリィ・ディートリヒ個展』の看板がある。マージュは受付に小走りに駆け寄り、そこに座っていた少女に挨あい拶さつしていた。

　遅おくれてきたデリダは、その少女に睨にらまれる。

「デリダ、また遅刻したの？　昔から、ほんとに悪いクセだよね」

　ユーリィだった。

　もちろん彼女には、あの日々の記憶はない。デリダもマージュも、そぶりさえみせないことにしている。

「すまん」

「さあ、おふたりさん。奥にどうぞ」

　ユーリィは立ち上がり、ふたりをなかへ導く。デリダたちが通りすぎたあと、「あ、待って」と声をかけてくる。

　デリダとマージュが、振ふり返った。

[image: ]

　ぱしゃり、とフラッシュが焚たかれる。ユーリィは、満面の笑みでカメラを構えていた。

「うん、よく撮とれてる！」

「あのねえ、ユーリィ！　撮るときはいって、っていつも……っ」

　怒おこるマージュだが、ユーリィは笑顔でカメラのモニタを覗のぞき、写真のできを確かく認にんしている。やれやれ、とデリダは肩かたをすくめ……。

　ふと、気づく。

「ユーリィ、なんで泣いているの？」

　同時に気づいたのだろう、マージュがそう指し摘てきする。

「あれ」

　ユーリィは、頰ほおに手を当て、きょとんとした表情になる。

「あれ……なんでこんなに、心があったかくなるんだろう」

　デリダは口をつぐんだ。

　なにかいった瞬しゆん間かん、大切なものが壊こわれてしまう気がした。マージュがおろおろしている。

　さてどうしたものか……というとき、受付に来客があった。

「新聞社の者です。取材をお願いしたいのですが」

　記者らしき、若い男がカメラを手にそういった。

　ユーリィはびっくりした顔で振り返る。





ＦＩＮ










あとがき






　瀬せ尾おつかさです。

　RErideDリライデツド、下巻をお届けします。




　本作は、ＴＶアニメーション、RErideDのノベライズの完結編となります。上巻の終わりから急転直下、ジェットコースターのような展開で終しゆう盤ばんへとなだれ込みます。




　全十二話からなるアニメーションを適切なかたちで小説に落とし込むのは、たいへんながら楽しい仕事でした。いろいろなことを勉強させていただきました。




　アニメではさまざまな視点から描えがかれるデリダの冒ぼう険けんですが、読んでみておわかりの通り、小説ではそのほとんどが主人公であるデリダからみた出来事で再構成させていただいています。結果的に、かなり複雑なこの物語をわかりやすく描くことができたのではないかと思っています。

　本当は、小説版オリジナルのシーンはいっさいなしでつくりたかったのですが……。どうしても、それだとフォローできない部分もあったため、第十話を中心として一部、いじってしまいました。このあたりはメディアの違ちがいを鑑かんがみての判断です。

　お楽しみいただければ、幸いです。




　今回も、監かん督とくの佐さ藤とう卓たく哉やさま、プロデューサーの小お倉ぐらさま、チェックと設定等のフォロー、ありがとうございました。安あ倍べ[image: ]よし俊としさま、またも素す敵てきな表紙イラストをありがとうございます。つくぐさま、今回も素晴らしいモノクロイラストをありがとうございます。




　よろしければ、ブログにも遊びに来てください。

　ＵＲＬはhttp://blog.livedoor.jp/heylyalai/となります。





瀬尾つかさ
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